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特
集雲

南
市
市
制
施
行
20
周
年

20
年
の
歩
み
を
未
来
に
つ
な
ぎ
「
え
す
こ
な 

雲
南
市
」
へ

（
２
ペ
ー
ジ
）

今月の表紙：雲南市市制施行20周年記念式典

名誉市民顕彰

特別感謝状贈呈

雲南市は11月に
市制施行20周年を
迎えました。
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流
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
地
域
課
題
を
住
民
自
ら
の
手
で
解
決
す
る
仕
組
み
を
構

築
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
住
民
自
治
の
新
し
い
モ
デ
ル
と
し
て
全
国

に
認
知
さ
れ
、
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、「
安
全
・
安
心
」、「
活
力
と
賑
わ
い
」、「
健
康
長
寿
・
生
涯
現
役
」

の
実
現
を
め
ざ
し
、
定
住
環
境
の
整
備
、
子
育
て
環
境
の
整
備
、
地
域
医
療
の
整
備
、

中
心
市
街
地
商
業
施
設
の
整
備
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
雲
南
市
が
合
併
直
後
に
直
面
し
た
早
急
な
財
政
健
全
化
に
お
い
て
は
、
平

成
17
年
に
「
財
政
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
出
し
、
普
通
建
設
事
業
費
の
圧
縮
や
補
助

金
の
見
直
し
な
ど
、
市
民
と
と
も
に
行
財
政
改
革
を
進
め
ら
れ
、
平
成
23
年
度
末
に

は
「
財
政
非
常
事
態
宣
言
」
の
解
除
に
至
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
市
町
村
合
併
し
た
全

国
の
地
方
自
治
体
を
主
導
し
、
急
激
な
地
方
交
付
税
の
削
減
対
策
と
し
て
、
国
に
対

し
算
定
方
法
の
見
直
し
提
案
を
行
う
な
ど
粘
り
強
く
要
望
を
継
続
さ
れ
た
結
果
、
国

に
お
い
て
制
度
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
雲
南
市
の
み
な
ら
ず
、
全

国
の
地
方
自
治
体
に
対
し
て
も
大
き
な
功
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
制
施
行
20
周
年
を
記
念
し
、
長
き
に
渡
る

諸
活
動
を
通
じ
、
地
域
の
魅
力
を
広
く
発
信
い
た

だ
い
た
皆
様
に
特
別
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
亀か
め
尾お

佳よ
し
宏ひ
ろ

　�

高
校
演
劇
部
顧
問
・
脚
本
家
・

演
出
家

（
故
）白し
ら
築つ
き

　純じ
ゅ
ん

　
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

　
武む

藤と
う
芳よ
し
照て
る

　�

東
京
大
学
名
誉
教
授
・
一
般
社

団
法
人
東
京
健
康
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
総
合
研
究
所
代
表

理
事
／
所
長

　
矢や

田た

明あ
き
子こ

　
株
式
会
社
Ｃ
Ｎ
Ｃ
代
表
取
締
役

雲
南
市
市
制
施
行
20
周
年
記
念

　特
別
感
謝
状
被
贈
呈
者
の
皆
様

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　雲南市公式YouTubeチャンネルで、式典で上映した
記念映像や、市施施行20周年記念番組を視聴できます。

▲記念番組 ▲市制施行20周年記念式典
で上映した記念映像

亀尾佳宏さん亀尾佳宏さん

ご遺族　ご遺族　白白
しらしら
築築
つきつき
賢賢
けんけん
一一
いちいち
さんさん

武藤芳照さん武藤芳照さん

矢田明子さん矢田明子さん会場全体での万歳三唱会場全体での万歳三唱

司会を務めた三刀屋高校、大東高校の生徒たち司会を務めた三刀屋高校、大東高校の生徒たち
大東高校、三刀屋高校吹奏楽部と大東高校、三刀屋高校吹奏楽部と
雲南吹奏楽団による合同演奏雲南吹奏楽団による合同演奏

記念映像の上映記念映像の上映雲南市民で童謡歌おう会によるコーラス雲南市民で童謡歌おう会によるコーラス
「ふるさと」斉唱で指揮した「ふるさと」斉唱で指揮した

白白
しらしら
根根
ねね
三三
みみ
代代
よよ
子子
ここ
さんさん

特別感謝状被贈呈者の皆さん
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
20
年
の
歩
み
を
振
り
返
っ
た
記
念
映
像
の
上
映
を
行
い
、
式
典

で
は
雲
南
市
名
誉
市
民
の
顕
彰
、特
別
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。
石
飛
市
長
は
、

式
辞
の
中
で
、20
年
を
振
り
返
り
、「
６
町
が
持
っ
て
い
る『
良
さ
』を
市
全
体
の『
良
さ
』

と
し
て
共
有
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
雲
南
市
に
は
、『
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
』、『
自
然
と
調
和
し
た
暮
ら
し
』、『
豊
か
な
歴
史
と
文
化
』
な
ど
先
人
か
ら
受
け

継
い
だ
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
変
わ
ら
ず
大
切
な
も
の
と
し
て
次
世

代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
、
そ
の
た
め
に
も
新
し
い
発
想
で
変
え
る
べ
き
も
の
は
変
え

て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
、『
え
す
こ
な 

雲
南
市
』
を
将
来
像
と
し
て
、
今
後
も
、
み
ん

な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
、
調
和
あ
ふ
れ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
て
ま
い

り
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
10
月
12
日
、
雲
南
市
が
誕
生
し
て
20
周
年
を
迎
え
る
記
念
式
典
を

三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル
で
行
い
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
や

関
係
者
、
市
民
な
ど
約
５
０
０
人
が
出
席
し
、
誕
生
20
周
年
を
祝
い

ま
し
た
。

雲
南
市　

市
制
施
行（
合
併
）20
周
年

20
年
の
歩
み
を
未
来
に
つ
な
ぎ「
え
す
こ
な 

雲
南
市
」へ

市
議
会
６
月
定
例
会
で
、
名
誉
市
民
の
推
挙
に
つ
い
て

同
意
を
い
た
だ
き
、
雲
南
市
で
４
人
目
と
な
る
名
誉
市

民
顕
彰
を
行
い
ま
し
た
。

雲
南
市
名
誉
市
民

　
雲
南
市
の
初
代
市
長
と
し
て
就
任
さ
れ
て
以
来
16
年
の
長
き
に
渡
り
、
豊
富
な
経

験
と
卓
越
し
た
手
腕
に
よ
り
将
来
を
見
据
え
た
諸
施
策
を
実
施
し
、
今
日
の
雲
南
市

の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
市
内
各
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
住
民
自
治
を
基
盤
と
す
る
「
地
域
自
主

組
織
」の
結
成
と
立
ち
上
げ
に
尽
力
さ
れ
、地
域
自
主
組
織
の
活
動
拠
点
と
な
る「
交

速は
や

　水み

　雄ゆ
う

　一い
ち 

様

（
初
代

　雲
南
市
長
）

式辞を述べる石飛市長式辞を述べる石飛市長

市民の皆さんの市民力の市民の皆さんの市民力の
高さについて述べる速水雄一さん高さについて述べる速水雄一さん

名誉市民顕彰
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９
月
８
日
（
日
）、
第
34
回
「
永

井
隆
平
和
賞
」
発
表
式
典
を
三
刀
屋

文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル
で
開
催
し
、

約
２
３
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
永
井
隆
平
和
賞
」
は
、
雲

南
市
出
身
の
永
井
隆
博
士
の
業
績
を

顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
博
士
の
「
平

和
を
」
の
精
神
を
次
世
代
に
伝
え
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
「
愛
」
と
「
平
和
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
作
文
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
全
国
か
ら
９
５
２
点
の
作
品

が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
21
点
の

入
賞
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

第34回　島根県雲南市「永井隆平和賞」受賞作品一覧第34回　島根県雲南市「永井隆平和賞」受賞作品一覧
（小学生低学年の部）� （敬称略）
結　　果 氏　　名 学　年 題　　名 学　校　名（学校所在地）
最優秀賞 富

とみ

　田
た

　そ　ら 3 どうやったら「如己愛人」になれるかな 三刀屋小学校
優 秀 賞 原

はら

　　　七
な

　菜
な 3 そばにいてくれてありがとう 掛合小学校

佳　　作 藤
ふじ

　飛
とび

　結
ゆい

　翔
と 2 ことばのかがみ 掛合小学校

佳　　作 藤
ふじ

　原
はら

　瑠
る

　々
る 2 ことばを大せつにするってどんなこと 鍋山小学校

（小学生高学年の部）
最優秀賞 黒

くろ

　木
き

　太
たい

　陽
よう 6 「許し」 目黒区立田

でん

道
どう

小学校（東京都）
優 秀 賞 田

た

　柄
がら

　涼
すず

　風
か 5 人とのつながりと大切な思い 掛合小学校

佳　　作 金
かね

　子
こ

　蒼
そう

　槙
ま 6 届けよう　折り鶴と愛 長崎市立山

やま

里
ざと

小学校（長崎県）
佳　　作 𠮷𠮷

よし

　谷
たに

　奏
か

　音
のん 5 お祈りならどこへでも 星

せい

美
び

学園小学校（東京都）
（中学生の部）
最優秀賞 藤

ふじ

　井
い

　響
きょう

　平
へい 2 敵も味方もない平和への道標 米子市立後

ご

藤
とう

ヶ
が

丘
おか

中学校（鳥取県）
優 秀 賞 片

かた

　岡
おか

　睦
むつ

　深
み 9 平和へのバトン 島根大学教育学部附属義務教育学校

佳　　作 寺
てら

　西
にし

　一
ひ

葉
よ

梨
り 3 14歳の私に出来ること 玉

たま

川
がわ

聖
せい

学院（東京都）
佳　　作 四

よ

　辻
つじ

　佳
か

　穂
ほ 3 「愛」を胸に新たな一歩を踏み出す 盈

えい

進
しん

学園盈進中学高等学校（広島県）
（高校生の部）
最優秀賞 平

ひら

　野
の

　宏
ひろ

太
た

郎
ろう 1 飛行機に乗って戦争のことを考えた 北

ほく

嶺
れい

高等学校（北海道）
優 秀 賞 陸

くが

　　　颯
そう

大
た

郎
ろう 10 祖母の言葉 セント メリーズ インターナショナルスクール（東京都）

佳　　作 仲
なか

宗
そ

根
ね

　早
さ

　紀
き 3 この命を懸命に生きて KBC高等学院（沖縄県）

佳　　作 松
まつ

　葉
ば

　悠
はる

　乃
の 2 「生きていてよかった」と思える日へ 盈進学園盈進高等学校（広島県）

（一般の部）
結　　果 氏　　名 題　　名 都道府県
最優秀賞 前

まえ

　田
だ

　有
ゆ

　美
み おいたんのこと 岡山県

優 秀 賞 古
ふる

　瀬
せ

　節
せつ

　子
こ 秘密を抱えた父の教え 山形県

佳　　作 井
い

　手
で

　隆
りゅう

　太
た じぶんごとがつなぐ未来 北海道

佳　　作 堀
ほり

　　　晴
はる

　日
か 私たちと「戦争」 兵庫県

佳　　作 松
まつ

　下
した

　　　明
あきら 二つの命日（亡き父の手記より） 島根県

　
式
典
の
開
会
に
先
立
ち
、「
雲
南
市
民
で
童
謡
を
歌
お
う
会
」
の
皆
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
会
場
全
員
で
「
長
崎
の
鐘
」
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
13
人
の
受
賞
者
が
出
席
し
、
表
彰
の
後
、
各
部
門
の
最
優
秀
賞

の
作
品
朗
読
や
最
終
選
考
委
員
か
ら
の
講
評
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
行
事
で
は
、
女
性
高
等
教
育
や
平
和
運
動
に
尽
力
さ
れ
た
上
代
タ
ノ

先
生
の
生
き
様
を
紹
介
し
た
朗
読
劇
が
、
同
じ
郷
土
出
身
の
「
大
東
町
の
女

性
の
集
い
」
の
皆
さ
ん
に
よ
り
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「長崎の鐘」合唱の様子

表彰式の様子

朗読する富田さん

平
和
へ
の
願
い

【問】社会教育課
℡0854-40-1073会場に出席された受賞者の皆さん会場に出席された受賞者の皆さん
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雲南市 20年 のあゆみ
平成16年
　11月　�６町村合併により雲南市誕生

平成17年
　� 4月　財政非常事態宣言
　11月　「平和を」の都市宣言

平成18年
　  4月　身体教育医学研究所うんなん開所
　  7月　平成18年７月豪雨災害
　12月　市の花「さくら」、市の木「いちょう」制定

平成19年
　  7月　�雲南ブランド化プロジェクト始動
　� 9月　�地域自主組織が市内全域

で発足

平成20年
　  7月　�「加茂岩倉遺跡出土銅鐸」国宝指定
　11月　�雲南市まちづくり基本条例施行

平成21年
　  2月　雲南市農商工連携協議会設立
　  4月　「幸運なんです。雲南です。」体感フェア開催

平成22年
　  4月　�地域自主組織の活動拠点「公

民館から交流センター」へ
　10月　�雲南市地域自主組織連絡協議会発足

平成23年
　� 4月　�公立雲南総合病院が「雲南市立病院」として

新たにスタート
　� 5月　�道の駅「おろちの里」オープン

平成24年
　  3月　財政非常事態宣言解除
　  3月　�中国横断自動車道尾道松江

線「吉田掛合ＩＣ～三刀屋木次ＩＣ」間開通
　  6月　尾原ダム竣工

平成25年
　  3月　�中国横断自動車道尾道松江

線「吉田掛合ＩＣ～三次東Ｊ
ＣＴ」間開通

　  7月　�地域自主組織の取り組みが
第１回プラチナ大賞特別賞
受賞

　11月　雲南市男女共同参画都市宣言

平成26年
　11月　うんなん健康都市宣言・雲南市の歌制定
　11月　�雲南市が「プラチナシティ」に認定される

平成27年
　  6月　教育支援センターおんせんキャンパス開所
　10月　地域自主組織の取り組みが総務大臣賞受賞
　10月　雲南市役所新本庁舎業務開始

平成28年
　  4月　�たたら文化遺産「日本遺産」

に認定
　10月　�若者チャレンジがプラチナ

大賞・総務大臣賞受賞

平成29年
　  4月　�国の特別天然記念物コウノトリのヒナ初誕生
　  5月　映画「たたら侍」全国一斉公開

平成30年
　  2月　ふるさとづくり大賞総務大臣表彰受賞
　  7月　�雲南市加茂B&G海洋センターラソンテ
　　　　�リニューアルオープン

平成31年・令和元年
　  4月　�雲南市チャレンジ推進条例施行
　  7月　�雲南市中心市街地商業施設

コトリエットオープン
　10月　�雲南市立病院グランドオープン

令和２年
　  1月　神原企業団地分譲開始
　  4月　第三の居場所ｂ＆ｇうんなん開設

令和３年
　  4月　�永井隆記念館リニューアル

オープン
　  6月　�雲南吉田木材流通拠点施設竣工
　  7月　令和３年７月豪雨災害

令和４年
　  6月　雲南市脱炭素宣言
　  8月　�中国横断自動車道尾道松江線

「雲南加茂スマートIC」開通
　10月　�第12回全国和牛能力共進会で奥出雲和牛が

肉牛の部日本一

令和５年
　  3月　菅谷たたら山内保存修理工事完了
　  3月　�雲南市コウノトリの保護及び共生に関する

条例施行
　11月　�ＪＲ木次線トロッコ列車「奥出雲おろち号」

ラストラン

令和６年
　  4月　�ＪＲ木次線に観光列車「あめつち」乗り入れ

スタート
　  6月　�第３次雲南市総合計画基本構想策定

2004

2009

2014

2019

2024



6市報うんなん 2024.11

　
一
般
会
計
決
算
で
は
、
歳
入
決
算
額
が
３
２
７
億
２
３
４
８
万
円
（
対
前
年
度
比
０・２
％
増
）、
歳
出
決
算
額

が
３
２
２
億
３
０
９
８
万
円（
同
１・９
％
増
）で
、歳
入
歳
出
差
引
残
額
が
４
億
９
２
５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
は
５
０
８
３
万
円
で
あ
り
、
実
質
収
支
４
億
４
１
６
７
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

 は一般会計と合わせて普通会計に含まれる特別会計。

　　　　　　　　　区　分
　会　計 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額

国 民 健 康 保 険 事 業 40億4,612万円 40億3,485万円 1,127万円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 12億4,614万円 12億3,491万円 1,123万円
農 業 労 働 災 害 共 済 事 業 201万円 200万円 1万円
生 活 排 水 処 理 事 業 12億2,303万円 11億2,276万円 1億27万円
財 産 区 50万円 50万円 0万円

❖ 特別会計

令
和
５
年
度
の
決
算
が
市
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

令
和
５
年
度
の
決
算
が
市
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ま
す
。

財  政  課
問い合わせ先

℡0854-40-1023

決
算
報
告

決
算
報
告

令
和
５
年
度

　令和５年度は、令和３年７月豪雨災害からの復旧事業、また、新型コロナウイルス感染症や物価高騰などの影響を受けた経
済や産業基盤の回復のための事業のほか、前年度に引き続き文化施設大規模改修事業や事業最終年度となったＣＡＴＶ施設Ｆ
ＴＴＨ※整備事業などが実施された。
　人口減少や少子高齢化対策、交流センターを拠点とした地域づくり活動の推進、公共施設の老朽化への対応、道路や橋梁維
持の予算確保など、これらの多くの課題を解決し、市民の暮らしを守っていくことは、健全な財政基盤があってはじめて可能
となる。
　一般的に財政調整基金は、標準財政規模の10％以上が適正と言われているが令和５年度末時点で8.4％と下回っている。将
来の収支不足を見据え適正規模の基金額を確保するため、事業全般にわたって見直しを行い歳出削減に取り組むとともに、国
の動向を注視し有利な財源の確保に努められたい。
　行財政改革の一環である公共施設等の将来費用の縮減と財政規模に見合った施設等の運用とサービス確保については、公共
施設等総合管理計画実施方針に基づく取り組みを着実に実施されたい。その取り組みにあたっては、財産台帳システムを充実
させ情報の一元化に努められたい。
　近年、地方自治体の業務が多様化・複雑化してきている。法令等を遵守することは言うまでもなく、財務事務などのミスを
未然に防止するしくみとして内部統制の制度化を図り、適正かつ効率的な事務処理が行われるよう努められたい。
　健全財政の維持にあたっては、市民への説明責任を果たしながら、引き続き行財政改革を進め、必要な施策・事業の着実な
推進と持続可能な行財政基盤の構築の両立に向けて取り組まれたい。

監査委員の審査意見書から

※通信サービスで、基地局から各家庭まで光ファイバーをつなげる配線方式。

一　 般　会　 計

  

  

市税
39億5,135万円

12.1％

市税
39億5,135万円

12.1％

自主財源
81億5,669万円

24.9％

自主財源
81億5,669万円

24.9％

依存財源
245億6,679万円

75.1％

依存財源
245億6,679万円

75.1％

地方交付税
138億9,284万円

42.5％

地方交付税
138億9,284万円

42.5％

国庫支出金
33億107万円
10.1％

国庫支出金
33億107万円
10.1％

市債
32億9,920万円

10.1％

市債
32億9,920万円

10.1％

県支出金
26億9,178万円
8.2％

県支出金
26億9,178万円
8.2％

地方譲与税など
13億8,190万円
4.2％

地方譲与税など
13億8,190万円
4.2％

繰入金
14億7,008万円　4.5％
繰入金
14億7,008万円　4.5％

寄附金、繰越金
14億4,679万円　4.4％
寄附金、繰越金
14億4,679万円　4.4％

諸収入
7億4,520万円　2.3％
諸収入
7億4,520万円　2.3％

使用料および手数料
2億7,002万円
0.8％

使用料および手数料
2億7,002万円
0.8％

分担金および負担金
2億5,018万円
0.7％

分担金および負担金
2億5,018万円
0.7％

財産収入
2,307万円　0.1％
財産収入
2,307万円　0.1％

歳　入
327億2,348万円
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項　　目 数　　値 説　　　　　　　明

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 該当なし
（該当なし）

一般会計等（普通会計）を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
雲南市の場合は、12.65％以上で財政健全化団体に、20% 以上で財政再生団体
となります。

連結実質赤字比率 該当なし
（該当なし）

全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。雲南市の場合は、
17.65% 以上で財政健全化団体に、30% 以上で財政再生団体となります。

実質公債費比率 11.2%
（10.9%）

公債費の水準を測る指標です。一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金およ
び準元利償還金の標準財政規模に対する比率であり、従来から用いられてきた「起
債制限比率」を見直し、実態をより正確に把握するため、公営企業会計に対する繰
出金のうち元利償還金相当分などが要素に加えられています。この比率が 25％以
上になると財政健全化団体に、35％以上で財政再生団体となります。

将来負担比率 92.1%
（95.7%）

地方債の残高をはじめ一般会計等（普通会計）が将来負担すべき実質的な負債の標
準財政規模に対する比率です。350% 以上で財政健全化団体となります。

資 金 不 足 比 率 該当なし
（該当なし）

公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率です。比率は各公営企業会計毎
に算定することとされており、20% 以上で経営健全化団体となり、財政健全化団
体と同じように、公営企業の経営の健全化を図る計画を策定しなければなりません。

財 政 力 指 数 0.25
（0.25）

財政基盤の強さを表す指標です。財政力指数が高いほど自主財源の割合が高く、財
政力が強いことになります。

経 常 収 支 比 率 97.1%
（97.0%）

毎年経常的に支払わなければならない経費の状況から、財政運営の弾力性を測定す
る指標で、低いほど財政運営に弾力性があり、高いほど財政運営が硬直化している
状況を表しています。

地方債現在高比率 208.4%
（217.8%）

標準財政規模に対する地方債（長期に渡り返済する借金）の残高を表したもので、
低いほど財政運営が安定しています。

❖ 主な財政指標 下段（　）は令和４年度

令和５年度に実施した
主　　な　　事　　業

令和３年７月豪雨災害復旧関連事業
　公共土木施設災害復旧事業���6億7,657万円
　農地・農業用施設災害復旧事業 �7億9,583万円
　林道災害復旧事業�������1億4,235万円
　林地崩壊防止事業�������1億7,254万円

新型コロナウイルス感染症及び物価高騰対策
臨時交付金事業
　雲南市・飯南町事務組合負担金（FTTH整備事業）
　　　　　　　　��������8億1,656万円
　物価高騰対応非課税世帯等臨時給付金
　　　　　　　　��������2億1,418万円
　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金
　　　　　　　　��������� 9,319万円
　地域一体となった観光地・観光産業の
　再生・高付加価値化支援事業 ��� 7,111万円
　水道事業会計補助金（水道料金減免分）
　　　　　　　　��������� 6,214万円
　運輸業原油価格高騰対策支援事業
　　　　　　　　��������� 1,310万円

その他
　本庁部局庁舎施設整備事業���5億2,277万円
　地域づくり活動等支援事業���2億9,411万円
　波多交流センター整備事業���2億2,208万円
　市民バス運行管理事業�����1億7,128万円
　新型コロナウイルスワクチン接種関連事業
　　　　　　　　��������1億1,439万円
　介護給付費等事業������� 11億949万円
　雲南市・飯南町事務組合負担金（清掃事業）
　　　　　　　　��������5億9,776万円
　中山間地域等直接支払交付金事業
　　　　　　　　��������2億8,375万円
　企業団地関連道路整備事業���1億7,072万円
　除雪総務管理事業�������1億3,992万円
　文化施設大規模改修事業����1億4,113万円

など

❖ 基金残高
積 立 金 現 在 高 96億3,552万円

財 政 調 整 基 金 14億4,029万円
減 債 基 金 31億3,930万円
その他特定目的基金 50億5,594万円

地 方 債 現 在 高 357億330万円

※普通会計における決算額

一　 般　会　 計

民生費
69億1,900万円

21.5％

民生費
69億1,900万円

21.5％

総務費
61億4,709万円

19.1％

総務費
61億4,709万円

19.1％

公債費
44億5,425万円

13.8％

公債費
44億5,425万円

13.8％

衛生費
37億6,936万円

11.7％

衛生費
37億6,936万円

11.7％

教育費
26億9,439万円

8.4％

教育費
26億9,439万円

8.4％

農林水産業費
21億8,306万円

6.8％

農林水産業費
21億8,306万円

6.8％

土木費
21億6,325万円

6.7％

土木費
21億6,325万円

6.7％

災害復旧費
18億4,614万円　5.7％
災害復旧費
18億4,614万円　5.7％

消防費
9億2,443万円　2.9％
消防費
9億2,443万円　2.9％

商工費
8億5,675万円　2.6％
商工費
8億5,675万円　2.6％

議会費、労働費、諸支出金
2億7,326万円　0.8％
議会費、労働費、諸支出金
2億7,326万円　0.8％

歳　出
322億3,098万円
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収
益
的
収
入
（
医
療
費
収
入
な
ど
）

お
よ
び
支
出
（
給
与
費
、材
料
費
、経
費
な
ど
）

　
令
和
５
年
度
の
病
院
事
業
収
益
（
経
常
収
益

と
特
別
利
益
）
は
49
億
５
７
０
２
万
円
。
対
す

る
病
院
事
業
費
用
（
経
常
費
用
）
は
56
億
３
９

０
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
、
当
年
度
純

損
失
６
億
８
２
０
３
万
円
を
計
上
し
、
３
期
ぶ

り
の
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
年
度
に
引
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（
以
下
、「
新
型
コ
ロ
ナ
」）
対
応
に
お
い
て
、

病
床
確
保
や
入
院
患
者
の
受
け
入
れ
・
検
査
業

務
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
５
月
８
日
に
新
型
コ

ロ
ナ
が
感
染
症
法
上
２
類
か
ら
５
類
へ
移
行
し

た
後
は
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
た
病
床
確
保
も

緩
和
さ
れ
、
入
院
・
外
来
共
に
患
者
数
は
徐
々

に
回
復
し
、前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。
一
方
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
関
係
補
助
金
や
受
託
料
は
前
年
度

よ
り
大
幅
に
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
医

師
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
数
の
増
に
よ
る
給
与

費
の
増
額
、
各
種
材
料
費
や
諸
経
費
の
増
額
に

よ
り
減
収
減
益
と
な
り
ま
し
た
。
単
年
度
内
部

留
保
資
金
は
３
億
１
２
０
８
万
円
の
取
り
崩
し

と
な
り
、
繰
越
内
部
留
保
資
金
は
29
億
４
３
０

１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
支
出
（
建
設
改
良
費
等
）

　
資
本
的
支
出
の
総
額
は
７
億
９
８
０
７
万
円

で
、
う
ち
建
設
改
良
費
は
２
億
５
８
１
９
万
円
、

企
業
債
償
還
額
は
５
億
３
９
８
８
万
円
で
し
た
。

建
設
改
良
事
業
は
、
安
全
安
心
か
つ
良
質
な
医

療
提
供
を
行
う
た
め
医
療
機
器
の
新
規
購
入
や

更
新
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年

度
は
、
眼
科
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

膀
胱
腎じ

ん

盂う

ビ
デ
オ
ス
コ
ー
プ
の
増
設
、
総
合
医

療
情
報
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
ー
の
更
新
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
後
数
年
は
企
業
債
償
還
額
や
人
件
費
な
ど

の
増
に
よ
る
収
支
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
雲

南
市
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
（
令
和
５
年
か

ら
令
和
９
年
ま
で
）
に
基
づ
き
、
経
営
の
健
全

化
を
め
ざ
し
、
良
質
で
持
続
可
能
な
地
域
医
療

の
提
供
が
で
き
る
よ
う
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

業  務  量
１．病床数　281床

一般病床155床（感染症2床含む）、地域包括ケア病床48床（感染症2床含む）、
回復期リハビリ病床30床、医療療養病床48床

２．延患者数、1 日平均患者数、病床稼働率

雲
南
市
立
病
院 

経
営
課

問
い
合
わ
せ
先℡

０
８
５
４-

47-

７
５
０
２

区　分
延患者数（人） 1 日平均患者数（人） 病床稼働率（％）

令和４年度 令和５年度 増　減 令和４年度 令和５年度 増　減 令和４年度 令和５年度 増　減

入

　院

一 　 般 49,396 42,942 ▲ 6,454 135.3 117.3 ▲ 18.0 87.3 75.7 ▲ 11.6
包括ケア 3,055 12,761 9,706 8.4 34.9 26.5 17.4 72.6 55.2
回復リハ 10,760 10,943 183 29.5 29.9 0.4 98.3 99.7 1.4
医療療養 13,443 13,367 ▲ 76 36.8 36.5 ▲ 0.3 76.7 76.1 ▲ 0.6
入 院 計 76,654 80,013 3,359 210.0 218.6 8.6 74.7 77.8 3.1

外

　来

病 　 院 101,248 102,419 1,171 416.7 421.5 4.8 － － －
診 療 所 6,936 6,602 ▲ 334 34.6 32.7 ▲ 1.9 － － －
外 来 計 108,184 109,021 837 451.3 454.2 2.9 － － －

財務諸表
令和５年度 雲南市病院事業会計 損益計算書
(令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）

（税抜き）

　医業収益 42億5,944万円

　医業外収益 5億4,202万円

　訪問看護収益 6,866万円

　診療所収益 8,332万円

経常収益　① 49億5,344万円
　医業費用 52億3,797万円

　医業外費用 2億4,961万円

　訪問看護費用 6,593万円

　診療所費用 8,554万円

経常費用　② 56億3,905万円
経常損失　③（①－②） 6億8,561万円
　特別利益　④ 358万円

　特別損失　⑤ 0万円

当年度純損失（③＋④－⑤） 6億8,203万円
　前年度繰越欠損金 9億4,379万円

　当年度未処理欠損金 16億2,582万円

令和５年度 雲南市病院事業会計 貸借対照表
（令和６年３月31日）

（税抜き）

固定資産
有形固定資産 82億7,565万円
投資その他の資産 5億6,347万円

流動資産
現金預金 23億9,110万円
未収金 7億1,403万円
貯蔵品他 1,762万円

資産合計 119億6,187万円
固定負債 企業債 87億4,294万円

流動負債

企業債 5億6,193万円
未払金 1億6,319万円
引当金 1億8,191万円
その他流動負債 2,253万円

繰延収益 長期前受金 7億  221万円
負債合計 103億7,471万円
資 本 金 資本金 32億1,298万円
剰 余 金 利益剰余金 ▲16億2,582万円
資本合計 15億8,716万円
負債・資本合計 119億6,187万円

　 病
院
事
業
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令和５年度 雲南市下水道事業会計損益計算書
（令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）

（税抜き）
営業収益 3億  895万円
営業外収益 7億1,573万円
経常収益　① 10億2,468万円
営業費用 7億4,365万円
営業外費用 1億  840万円
経常費用　② 8億5,205万円
当年度純利益　(①-②) 1億7,263万円
前年度繰越利益剰余金 511万円
その他未処分利益剰余金変動額 1億7,726万円
当年度未処分利益剰余金 3億5,500万円

令和５年度 雲南市下水道事業会計貸借対照表
（令和６年３月31日）

（税抜き）
固定資産 有形固定資産 146億9,605万円

流動資産
現金預金 3億3,223万円
未収金 2,456万円

資産合計 150億5,284万円
固定負債 企業債 49億6,534万円

流動負債

企業債 7億1,423万円
未払金 1億1,138万円
引当金 240万円
預り金 10万円

繰延収益 長期前受金 51億7,223万円
負債合計 109億6,568万円
資本金 資本金 35億2,324万円

剰余金
資本剰余金 2億  892万円
利益剰余金 3億5,500万円

資本合計 40億8,716万円
負債・資本合計 150億5,284万円

令和５年度 雲南市工業用水道事業会計損益計算書
（令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）

（税抜き）
営業収益 76万円
営業外収益 3,111万円
経常収益　① 3,187万円
営業費用 1,570万円
営業外費用 3,574万円
経常費用　② 5,144万円
特別利益　③ 58万円
当年度純損失　(①-②)＋③ 1,899万円
前年度繰越欠損金 5,501万円
当年度未処理欠損金 7,400万円

令和５年度 雲南市工業用水道事業会計貸借対照表
（令和６年３月31日）

（税抜き）

固定資産 有形固定資産 2億  962万円

流動資産
現金預金 5,075万円
未収金 1億3,951万円

資産合計 3億9,988万円

固定負債
企業債 3,526万円
引当金 2,394万円

流動負債
企業債 974万円
未払金 1,939万円

繰延収益 長期前受金 1,515万円
負債合計 1億   348万円
資本金 資本金 3億6,988万円

剰余金
資本剰余金 52万円
利益剰余金 △7,400万円

資本合計 2億9,640万円
負債・資本合計 3億9,988万円

令和５年度 雲南市水道事業会計損益計算書
（令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）

（税抜き）
営業収益 7億5,464万円
営業外収益 5億2,705万円
経常収益　① 12億8,169万円
営業費用 10億6,503万円
営業外費用 9,230万円
経常費用　② 11億5,733万円
当年度純利益　(①-②) 1億2,436万円
前年度繰越利益剰余金 1,199万円
当年度未処分利益剰余金 1億3,635万円

令和５年度 雲南市水道事業会計貸借対照表
（令和６年３月31日）

（税抜き）

固定資産
有形固定資産 133億9,804万円
無形固定資産 2,293万円
投資その他の資産 4億9,338万円

流動資産
現金預金 16億4,290万円
未収金 8,671万円
貯蔵品 714万円

資産合計 156億5,110万円
固定負債 企業債 43億8,944万円

引当金 4,557万円

流動負債

企業債 4億3,998万円
未払金 1億7,194万円
前受金 161万円
引当金 1,281万円
預り金 119万円
その他流動負債 60万円

繰延収益 長期前受金 37億4,986万円
負債合計 88億1,300万円
資本金 資本金 53億2,987万円
剰余金 資本剰余金 7億4,448万円

利益剰余金 7億6,375万円
資本合計 68億3,810万円
負債・資本合計 156億5,110万円

収
益
的
収
入
（
料
金
収
入
な
ど
）

お
よ
び
支
出
（
施
設
維
持
管
理
費
な
ど
）

　
令
和
６
年
３
月
末
時
点
の
給
水
戸
数
は
１
万

４
９
８
７
件
、令
和
５
年
度
の
総
有
収
水
量
（
料

金
収
入
の
対
象
と
な
っ
た
給
水
量
）
は
３
０
３

万
１
５
１
８
㎥
で
し
た
。
総
有
収
水
量
を
前
年

度
と
比
較
す
る
と
36
万
８
１
０
㎥
（
10・６
％
）

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
収
益
は
、12
億
８
１
６
９
万
円
、総
費
用
は
、

11
億
５
７
３
３
万
円
で
1
億
２
４
３
６
万
円
の

純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た
。
総
収
益
の
う
ち
水

道
料
金
は
7
億
２
６
８
８
万
円
で
、
総
収
益
の

56・７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
前
年
度
と
比
較
し

て
総
収
益
は
2
％
減
少
、
総
費
用
は
３・７
％
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
５
年
12
月
に
は
水
道
料
金
の

１
ヵ
月
分
の
免
除
を
行
い
ま
し
た
。

　
供
給
単
価
（
有
収
水
量
1
㎥
当
た
り
の
給
水

収
益
）
は
２
３
９
円
78
銭
、
給
水
原
価
（
水
道

水
１
㎥
当
た
り
の
経
費
）
は
３
２
２
円
３
銭
で
、

料
金
回
収
率
は
74・46
％
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
支
出
（
建
設
改
良
工
事
な
ど
）

　
資
本
的
支
出
総
額
は
８
億
１
８
５
万
円
で
、

う
ち
建
設
改
良
費
は
３
億
３
２
４
３
万
円
、
企

業
債
償
還
額
は
４
億
６
９
４
２
万
円
で
し
た
。

主
な
建
設
改
良
事
業
と
し
て
、
大
東
町
の
山
王

寺
本
郷
地
区
水
道
整
備
事
業
が
完
成
し
ま
し

た
。
生
活
基
盤
施
設
耐
震
化
等
交
付
金
な
ど
を

活
用
し
、
老
朽
管
路
の
更
新
や
耐
震
化
を
行
い

ま
し
た
。

　 水
道
事
業

令
和
５
年
度 

決
算
報
告
市
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
た
令
和
５
年
度
公
営
企
業
会
計
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

公
営
企
業
会
計

公
営
企
業
会
計

上
下
水
道
局
総
務
課

問
い
合
わ
せ
先

℡
０
８
５
４-

42-

３
４
７
３

　 工
業
用
水
道
事
業

収
益
的
収
入
（
料
金
収
入
な
ど
）

お
よ
び
支
出
（
施
設
維
持
管
理
費
な
ど
）

　
工
業
用
水
道
の
年
間
契
約
水
量
は
１
万
１
１
０

㎥
で
し
た
。

　
総
収
益
は
３
２
４
５
万
円
、総
費
用
は
５
１
４
４

万
円
で
、１
８
９
９
万
円
の
赤
字
と
な
り
、
前
年

度
ま
で
の
繰
越
欠
損
金
と
合
わ
せ
、
７
４
０
０

万
円
の
未
処
理
欠
損
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

資
本
的
支
出

　
資
本
的
支
出
の
総
額
は
２
億
８
１
６
７
万
円

で
、
全
額
企
業
債
償
還
金
で
し
た
。

　 下
水
道
事
業

収
益
的
収
入
（
料
金
収
入
な
ど
）

お
よ
び
支
出
（
施
設
維
持
管
理
費
な
ど
）

　
令
和
５
年
度
の
総
排
水
量
は
１
５
６
万
７
９

５
８
㎥
で
し
た
。
総
排
水
量
を
前
年
度
と
比
較

す
る
と
１
０
６
４
㎥
（
０・
１
％
）
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

　
総
収
益
は
、10
億
２
４
６
８
万
円
、総
費
用
は
、

８
億
５
２
０
５
万
円
で
１
億
７
２
６
３
万
円
の

純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た
。
前
年
度
か
ら
の
繰

越
利
益
剰
余
金
な
ど
と
合
わ
せ
た
未
処
分
利
益

剰
余
金
３
億
５
５
０
０
万
円
の
う
ち
、
２
億
２

５
６
６
万
円
は
資
本
的
収
支
の
不
足
額
の
補
て

ん
財
源
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
総
収
益
の

う
ち
下
水
道
使
用
料
は
２
億
６
０
２
３
万
円
で
、

総
収
益
の
25・４
％
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

が
４
億
９
８
０
４
万
円
で
48・６
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
前
年
度
と
比
較
し
て
総
収
益
は
１・０
％

の
減
、
総
費
用
は
４・０
％
減
っ
て
い
ま
す
。

　
使
用
料
単
価
（
有
収
水
量
１
㎥
あ
た
り
の
使

用
料
収
入
）
は
１
８
６
円
43
銭
、
汚
水
処
理
原

価
（
汚
水
１
㎥
当
た
り
の
経
費
）
は
６
１
０
円

41
銭
で
、
経
費
回
収
率
は
30・
５
％
と
な
り
ま

し
た
。

資
本
的
支
出
（
建
設
改
良
工
事
な
ど
）

　
資
本
的
支
出
総
額
８
億
８
１
７
９
万
円
で
、

う
ち
建
設
改
良
費
は
１
億
６
６
４
２
万
円
、
企

業
債
償
還
額
は
７
億
１
５
３
７
万
円
で
し
た
。

主
な
建
設
改
良
事
業
と
し
て
、
長
寿
命
化
を
図

る
た
め
の
施
設
更
新
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
引
き
続
き
施
設
の
統
廃
合
事
業
に
取
り
組

み
、
農
業
集
落
排
水
施
設
の
加
茂
北
処
理
区
、

上
熊
谷
処
理
区
、
大
島
引
野
処
理
区
と
中
山
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
を
公
共
下
水
道
へ
接
続

す
る
た
め
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
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9/5㊍ 雲南市種畜共進会
　雲南市種畜共進会を大東畜産検査場で開催し、市内から14頭の若

わかめすぎゅう

雌牛が出品されました。
　この共進会で特選賞に選ばれた６頭は、10月５日（土）に島根中央家畜市場（松江市）で開催された島
根県種畜共進会に出品されました。
　雲南市種畜共進会の審査の結果は次のとおりです。

【特選賞】
　首　席　朝

あさ

山
やま

　猛
たけし

さん（掛合町）　たけしげ７号
　次　席　森

もり

脇
わき

一
いち

郎
ろう

さん（大東町）　はやざくら号
　３　席　藤

ふじ

原
はら

英
ひで

利
とし

さん（三刀屋町）　ゆり号
　４　席　堀

ほり

江
え

一
かず

夫
お

さん（吉田町）　かねふく号
　５　席　青

あお

砥
と

俊
とし

夫
お

さん（大東町）　ともつる号
　６　席　藤

ふじ

原
はら

　寛
ひろし

さん（吉田町）　すみかげ号

【部位賞】
　後

こう

躯
く

の部　森脇一郎さん（大東町）　はやざくら号 ▲（特選賞首席）朝山 猛さんと「たけしげ７号」

▲（特選賞首席）門脇久幸さんと「さち号」

雲南市子牛共進会
　雲南市子牛共進会を吉田集畜場で開催し、市内から16頭の子牛が出品されました。
　この共進会で特選賞に選ばれた６頭は、10月25日（金）に島根中央家畜市場（松江市）で開催された島
根中央子牛共進会に出品されました。
　雲南市子牛共進会の審査の結果は次のとおりです。

9/11㊌

【特選賞】
首　席　門

かど

脇
わき

久
ひさ

幸
ゆき

さん（大東町）　さち号
次　席　田

た

中
なか

茂
しげ

幸
ゆき

さん（大東町）　たかゆり号
３　席　佐

さ

藤
とう

勇
いさ

夫
お

さん（木次町）　りの号
４　席　田

た な べ

部　武
つよし

さん（掛合町）　めぐとし号
５　席　渡

わたなべ

部　学
さとる

さん（大東町）　こころ号
６　席　岡

おか

田
だ

　明
あきら

さん（掛合町）　ゆりとし号

【部位賞】
品位の部　門脇久幸さん（大東町）　 さち号
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▲ヒツジグサが咲く水路のそばで生き物探しをする参加者たち

9/8㊐ ヒツジグサ観察会が
開催されました

　ヒツジグサ観察会が出雲・雲南地域広域連携生態系ネットワーク推進協議会の主催により開催されました。
　未

ひつじ

の刻（14時ごろ）に花が咲くことから名付けられたヒツジグサ。日本古来のスイレンで、島根県の準絶
滅危惧種に指定されています。そんな珍しいヒツジグサが咲
いていたのは、大東町仁和寺で管理され、コウノトリの採餌
場にもなっている休耕田です。
　休耕田に集まった参加者たちは、講師の佐

さ

藤
とう

仁
ひと

志
し

さんから
「さまざまな希少生物が生息している貴重な場所。コウノト
リが来てくれるこの環境を維持していかなければならない」
などと説明を聴き、続けて、ヒツジグサなどの観察や生き物
探しを行いました。

9/4㊌ 第１回加茂町人権セミナー　開催
　令和６年度第１回加茂町人権セミナーが雲南市人権・同和教育推進協議会加茂支部の主催（共催：加茂ま
ちづくり協議会）により加茂交流センターで開催され、約50人が参加しました。

▲講演を聴く参加者たち

　講師に、広島県の（一社）ここいろh
ひ ろ し ま

iroshima 共同代表　
當
とう

山
やま

敦
あつ

己
き

さん、高
こう

畑
はた

 桜
さくら

さんを招き、「自分らしく生きる～こ
ころもからだもいろいろ、彩り豊かでええじゃん～」と題し
て講演されました。
　セクシュアルマイノリティ当事者として、これまで歩んで
きた人生と、その中で思い悩んできた過去を包み隠さずお話
しいただき、「自分らしく生きる」ということの意味を学ぶ
機会となりました。

9/19㊍ 吉田っ子フレンズだいさくせん
　吉田町内の保育所、小学校、中学校が一堂に会し、子どもたち同士の交流や地域とのつながりを深めるイベ
ント「吉田っ子フレンズだいさくせん」が開催されました。

▲じゃんけんをする列先頭の子どもたちと
　それを見守る参加者たち

　このイベントは、吉田コミュニティ・スクール学校運営協議会
が組織する吉田コミュニティ・スクール運営委員会（魅力化部会）
の主催で行われ、会場の吉田中学校には、町内の子どもたちや地
域の方、教職員など約100人が集まりました。
　はじめに参加者全員で、“じゃんけん”をしてどんどん列を長く
していくゲーム「かもつ列車」が行われたほか、小中学生で混合
グループをつくり、綱引き、しっぽとり、吉田町クイズ、ジェスチャー
ゲームに参加し、楽しみながら交流を深めました。
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9/23㊊
“ 誰でも気軽に楽しめる”コンサート
熱響UNNAN+2024
みんなでかなでるハーモニー♪

　障がいの有無や年齢によらず、“誰でも気軽に楽しめる”音楽
祭「熱響UNNAN+2024みんなでかなでるハーモニー♪」が㈱キ
ラキラ雲南の主催により加茂文化ホールラメールで行われました。
　当日は多くのお客さんが来場し、フルートアンサンブル・フェー
ルの演奏と「雲南の歌のおにいさん・おねえさん」による歌を楽
しみました。また、コンサートの見どころでもある地域の方々と
の共演では、雲南広域福祉会、雲南ひまわり福祉会、ローズマリー、
山楽園、スペシャルオリンピックス日本・島根の方々が出演し、
メロディーや歌声に合わせて、会場の皆さんと一緒に手話ダンス
をし、会場全体で“ハーモニー”をつくり上げました。

▲コンサートの様子

9/21㊏
中学生がイベントを企画・開催！
町おこしイベント「つながる掛合の輪！
～地元に伝える“だんだんね”！～」

　掛合中学校３年生による町おこしイベント「つながる掛合の輪！～地元に伝える“だんだんね”！～」が
掛合交流センターで開催され、町内外からたくさんのお客さんが来場しました。

▲自分たちで作った商品の販売を呼び掛ける生徒たち

　交流センター内では、中学生たちが掛合町産はちみつを使用し
た特製すだちジュースや自身で製作した藍染め製品、木工製品を
販売したほか、屋台の射的やスーパーボールすくいなどを出店し、
買い物や屋台を楽しむお客さんの姿が見られました。このほかに
も、町内音楽サークルなどが出場するステージイベントが開催さ
れ、会場を盛り上げました。
　屋外スペースには、町内外からそばやクレープなどの出店があ
り、お客さんはイベントを楽しみました。

9/21㊏ みんなで協力しておいしいお米を収穫
田舎米作り体験

　大東町阿用地区で「田舎米作り体験」が開催され、県内外から
の参加者や地域の方、併せて約50人でお米を収穫しました。
　このイベントは阿用地区振興協議会とアヨ有機農法塾（永

なが

瀬
せ

康
やす

典
のり

代表）が主催するもので、５月の田植え体験で植えられ、その
後成長したお米を収穫する体験です。
　阿用交流センター横の約８アールの田に集まった参加者たち
は、地域の方に教わりながら鎌でザクっザクっと稲を刈っていき
ました。刈った稲はその場で束ね、田んぼに立てられた７段の“は
で木”に下の方から掛けられていきました。次第に足場が高くな ▲慣れない足場で稲の束をかけていく参加者

る作業に不安を感じながらも地域の方にコツを教わり、次第に慣れてきた参加者は笑顔で作業していました。
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9/25㊌ 令和６年度
少年の主張島根県大会

　「令和６年度少年の主張島根県大会」が青少年育成島根県民会議、島根
県中学校長会などの主催により木次経済文化会館チェリヴァホールで開催
されました。
　「少年の主張」は、明日を担う中学生が日常生活を通じ、日頃考えたり
感じたりしたことを自らの生き方にも重ね、自分の言葉で表現し発表する
弁論大会です。
　当日は、県内から選出された16人の代表生徒が各々の弁論を発表しました。
　「つながりの中に生きて」と題し、戦争や平和、命のつながりなどにつ

▲壇上で弁論する田本さん

いて発表した木次中学校３年の田
た

本
もと

怜
りょうか

花さんは、最優秀賞の島根県知事賞（県代表）を受賞しました。また、「あ
なたと私の間にあるもの」と題し、ボランティアなどの体験を通して気付いたことなどについて発表した三
刀屋中学校２年の岩

いわ

橋
はし

愛
め

采
い

さんは優秀賞を受賞しました。

9/24㊋ 加茂小４年生がヤマタノオロチ
伝説や神話の名所めぐり

　加茂小４年生57人が総合的な学習の時間に赤川の昔の役割や伝説などの関わりについて学ぶため、加茂町
内のヤマタノオロチ伝説にまつわる名所などを巡りました。

▲森山さんの説明を聞く４年生たち

　加茂町には、オロチに矢を放った地とされる「八
や

口
ぐち

神社」、酒
に酔ったおろちが枕にして寝た場所と言い伝えられている「草枕」
など、ヤマタノオロチ伝説にまつわる名所があります。
　この日は、三刀屋中学校の地域コーディネーターである森

もり

山
やま

高
たか

明
あき

さんを講師に招き、各名所や神原神社古墳、須我神社を訪れ、
森山さんの説明を聴いたり、調査用紙やタブレット端末に記録を
取ったりして、赤川と伝説・神話とのつながりを学びました。

10/1㊋ じぶんの町を良くするしくみ。
赤い羽根共同募金運動開始式

　10月１日より全国一斉に始まった令和６年度赤い羽根共同募金運動に併せ、「赤い羽根共同募金運動開始
式」が木次経済文化会館チェリヴァホールで行われました。
　オープニングでは四ツ葉学園保育所のあすなろ組園児が「あす
なろソーラン節」を披露しました。式では、募金百貨店プロジェ
クトに参加している「鋼

はがね

戦隊ムラゲレンジャー製作委員会」のム
ラゲレッドから、石飛市長に厚生労働大臣メッセージを、雲南市
共同募金委員会の秦

はだ

 和
かず

夫
お

会長に社会福祉法人中央共同募金会会
長メッセージを伝達しました。
　その後、参加者たちはマルシェリーズ店舗内で募金活動を行い
ました。

▲募金を呼び掛ける参加者たち
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10/1㊋ 大東松江乃木線　運行開始
　市民バス「大東松江乃木線」第１便の出発式を出
雲大東駅前ロータリーで行い、関係者約30人が参
加しました。
　市では、一畑バス「大東線」廃止に伴い、通学利
用者等の交通手段を確保するため、市民バス「大東
松江乃木線」の運行を開始しました。
　出発式で石飛市長は「雲南市と松江市をつなぐ『大
東松江乃木線』は、通学や日常生活に貢献する大切
な生活路線である。たくさんの方の協力のおかげで、
この路線を維持することが可能となった。利用者が
少なければ、この路線の維持は難しいものとなる。
市民の皆様には、ぜひとも積極的にご利用いただき、

この路線を共に育てていただきたい」とあいさつし
ました。

▲出発式の参加者たち

9/28㊏ うんなん食のフェスタ×
水曜どうでしょうキャラバン2024

　市制施行20周年を記念し、雲南市の農産物や林
産物を市内外の方々に発信する「うんなん食のフェ
スタ」を斐伊川河川敷特設会場で開催しました。
　また、島根県初上陸となる北海道テレビ放送「水
曜どうでしょう」のキャラバンが同時開催され、全
国から２つのイベントに2,000人を超える人が来場
しました。

　うんなん食のフェスタのスペースでは雲南市の特
産品が販売され、参加者は雲南市の名物を楽しみな
がら、「水曜どうでしょう」でおなじみの番組ディ
レクター藤

ふじ

村
むら

忠
ただ

寿
ひさ

さん、嬉
うれ

野
しの

雅
まさ

道
みち

さんによるトーク
ショーや番組ゆかりのアーティストによるステージ
イベントを楽しみました。

▲イベントを楽しむお客さん▲藤村さん、嬉野さんと会場に雲南市をＰＲする石飛市長

▲黒色すみれ▲古
ふる
澤
さわ
 剛
たけし
さん（左）と樋

ひ
口
ぐち
了
りょういち
一さん（右）▲雲南市で造られたお酒で乾杯する

　藤村さん（左）、嬉野さん（右）

ステージイベントステージイベント

雲南コミュニティ
ハイスクール

高校生ニュース
ＵＣＨ！

vol.31
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▲講演する新宅団長（広島県呉市消防団）▲訓示する妹尾団長

10/13㊐ 雲南市消防団結成20周年
記念式典

　雲南市消防団結成20周年を記念した式典および
記念講演を多数の来賓を迎え、三刀屋文化体育館ア
スパルで開催しました。
　第一部の式典では妹

せ の お

尾芳
よし

行
ゆき

団長が「雲南市消防団
が発足し20年が経過した。歴代の団長、幹部団員、
団員のこれまでの功績に感謝する。これからも雲南
市消防団として一致団結し、地域の安全・安心を支
える消防団員として、誇りをもって真摯に活動に取

り組んでほしい」と訓示しました。
　第二部の記念講演では、講師に雲南市気象防災ア
ドバイザーの堀

ほり

江
え

安
やす

男
お

さん、広島県呉市消防団の新
しん

宅
たく

修
しゅうそう

宗団長を迎え、気象や防災、災害時の消防団活
動について講演をいただきました。
　最後は、今後の雲南市消防団の発展を祈念し、雲
南消防本部の土

つち

江
え

健
けん

司
じ

消防長の発声で万歳三唱を行
いました。

　このコーナーでは、日本一チャレンジに優しい教育環境で学ぶ市内高校生の姿
を伝えていきます。

　今回は、「2024国際声優コンテスト声優魂 inまんが王国とっとり」におい
てグランプリを受賞し、11月に東京で開催される全国大会に出場する三刀屋
高校１年生の松

まつ
下
した
 響
ひびき
さんを紹介します。

　鳥取大会から全国大会に進
めるのは64人のうち１人の
みの狭き門。小学生４年生か
ら地元大田市のミュージカル
で歌やダンスを学び、中学時
代には２年連続で審査員特別
賞を受賞した松下さんは、高
校入学後は演劇部に所属しな
がら日々練習に励み、３回目
の挑戦で念願のグランプリを
受賞されました。

Ｑ．グランプリを受賞して
　高校で演劇部に所属して演技を学び、グランプリ
を受賞できたことが本当に嬉しいです。目標にして
きた全国大会では、自分の色を最大限に出せるよう
頑張ります。

Ｑ．三刀屋高校を進学先に選んだ理由
　演技を学びたいとの思いでたまたま見に行った三
刀屋高校演劇部の公演に衝撃を受け、同時に三刀屋
高校演劇部のとりこになってしまったことです。
　
Ｑ．今後の目標
　役者としてはもちろん、人としての成長もしてい
きたいです。

▲トロフィーを抱えて
　記念撮影

▲参加者や審査員とともに記念撮影
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雲南市国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入している皆さんへ

●12月２日に現行の保険証の新規・再交付を終了します。

●加入する保険により取り扱いが異なります。

【問】市民生活課　℡0854-40-1031

　国の法改正により、12月２日以降、従来の保険証の新規・再交付ができなくなり、マイナ保険証（保険証
利用登録がされたマイナンバーカード）を基本とする仕組みに移行します。
　12月１日までに交付された保険証は、券面に記載されている有効期限（最長令和７年７月31日）まで引き
続き使用することができます。

※後期高齢者医療保険は、令和７年８月以降の取り扱いとなります。

12月２日から保険証の取り扱いが変わります

12月２日以降はマイナ保険証の保有状況により、次の書類などを発行します。

自身の資格情報を記載したＡ４サイズの
「資格情報のお知らせ」を発行します。

マイナ保険証を持っている方

現行の保険証と同じサイズの「資格確認書」
を発行します。※申請不要

マイナ保険証を持っていない方

※�マイナ保険証を使用する場合、認定証の提示がなくても高額療養費制度における限度額を超える支払い
が免除されます。

【後期高齢者医療保険】
▶保険証

　マイナ保険証の保有状況にかかわらず、新た
に加入するときや住所・負担割合の変更による
場合は保険証に代わる「資格確認書」を交付し
ます（申請不要）。
※�紛失による再交付の場合は申請が必要です。

12月２日から令和７年７月末まで
　マイナ保険証の保有状況により、新たに加入
するときや住所・負担割合の変更による場合は
「資格情報のお知らせ」か「資格確認書」のい
ずれかを交付します。
※�紛失による再交付の場合は申請が必要です。

令和７年８月以降

【被用者保険】
勤め先や各保険者にお問い合せください。

【国民健康保険】
▶保険証

　12月２日以降は、マイナ保険証の保有状況により、現
在お持ちの保険証の有効期限が切れる前に「資格情報の
お知らせ」か「資格確認書」のいずれかを交付します。
　新たに国民健康保険に加入するときや、住所・負担割
合の変更や紛失などによる再交付の際も同様です。

▶�限度額適用・標準負担額減額認定証、限度額適
用認定証（認定証）
・�マイナ保険証を使用する場合、認定証の提示が
なくても高額療養費制度における限度額を超え
る支払いが免除されます。
・�認定証が必要な方は、これまでどおり申請をす
ることで交付します。

▶限度額適用・標準負担額減額認定証、限度額適用認定証（認定証）

　住所・負担割合の変更がなければ最長で令和７年
７月31日まで引き続き認定証として使用できます。
また、紛失などに伴う再交付もできます。

・12月１日までに発行された認定証を持って
　いる方

・12月２日以降に資格確認書を利用する方

�　市民生活課か最寄りの総合センターのいずれかで
申請していただくことで、「資格確認書」に負担区分
を追記し交付します。※認定証の代わりになります。
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南
な ん ば

波 陽
は る と

翔ちゃん（大東町）
快
かいと

人さん・志
し ほ

帆さんのお子さん
お誕生日おめでとう��　笑顔が素敵
で元気いっぱいなはーちゃん☺　
沢山食べて遊んで大きくなってね❗

景
かげやま

山 結
ゆ づ き

月ちゃん（木次町）
裕
ゆうや

也さん・桂
けいこ

子さんのお子さん
１歳の誕生日おめでとう��
ゆっちゃんの笑顔にいつも癒されてるよ✨
これからも元気に育ってね��

野
の の む ら

々村 栞
し お り

莉ちゃん（大東町）
謙
けんき

輝さん・優
ゆう

さんのお子さん
いつもにこにこ笑顔のしおりちゃん☺
１歳のお誕生日おめでとう‼
これからもすくすく元気に育ってね‼

深
ふ か だ

田 珠
し ゅ う

生ちゃん（木次町）
　亨
とおる

さん・志
し の

乃さんのお子さん　
しゅうくん１歳おめでとう��　
たくさん食べて遊んでこれからも元気に
大きくなってね��　毎日ありがとう⭐

【木次・加茂・大東図書館】
■「きょうの一冊」展　（期間）６日(水）～27日（水）
　★�雲南市立図書館 facebook にて職員が紹介している�
オススメ本、これまでの記事をまとめた冊子の展示

　☆この他のイベントについては、30ページの図書館だよりをご確認ください。
【問】（会場の各図書館へお願いします）　�木次図書館　℡0854－42－1021　Fax0854－42－2274�

大東図書館　℡・Fax0854－43－6131�
加茂図書館　℡0854－49－8739　Fax0854－49－8696

10月27日～11月9日は「読書週間」です
☆読書週間イベント

「読書週間２０２４」
イベント案内

12月で満１歳（令和５年12月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③保護者の名前（ふりがな）、④保護者の名前の掲載希望の有無、
　⑤住所、⑥電話番号、⑦コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで11月８日（金）までに広報広聴課へ送付ください。

　【問】広報広聴課 ℡0854-40-1015　
　※スマートフォンで撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、広報広聴課から「到着確認」の連絡をします。投稿後、当課から連絡がないときは問い合わせください。

郵送される場合の宛て先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所広報広聴課「わが家のHOPE」係

E-Mail を送られる場合の宛て先
　kouhoukouchou ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家のHOPE」としてください。）

わが家の
EHOPEHOP

11月で満１歳おめでとう11月で満１歳おめでとう

子育て情報をひとまとめにした
サイトです。ぜひ、活用ください。
http://kosodate-unnan.jp 
または、下記の二次元コードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。
雲南市
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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
９
月
21
日
㈯
に
第
10
回
病
院
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
令
和
元
年
以
降
開
催
で
き
て
お
ら
ず
、
５
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
第
10
回
目
と
な
る
今
年
は
「
み
ん
な
で
動

こ
う
！
支
え
合
う
地
域
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
職
員
と
病
院
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
３
０
０
人
を

超
え
る
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
感
じ
た
基
調
講
演

さ
を
感
じ
た
基
調
講
演

　
本
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

で
開
催
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
音
楽

活
動
を
さ
れ
て
い
る
「
石
原
と
ゆ

か
い
な
仲
間
た
ち
」
が
出
演
。
バ

イ
オ
リ
ン
や
ギ
タ
ー
の
演
奏
、
そ

し
て
歌
声
で
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
で
病

院
祭
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
続
け
て
開
催
し
た
基
調
講
演
で

は
、
福
島
県
い
わ
き
市
保
健
福
祉

部
の
猪い
が
り狩 

僚り
ょ
うさ
ん
を
講
師
に
招

き
、「
雲
南
で
と
も
に
歩
む 

地
域

包
括
ケ
ア
と
地
域
医
療
の
こ
れ
か

ら
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
猪
狩
さ
ん
は
い
わ
き

市
で
医
療
や
介
護
、
人
生
の
最
期

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
情
報
発

信
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
さ
れ
て

お
り
、「
地
域
の
方
々
が
健
康
で

幸
せ
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
良

い
人
間
関
係
が
大
切
」
で
あ
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　「『
自
分
自
身
の
幸
せ
の
た
め
に

つ
な
が
る
』、
こ
の
意
識
が
一
人

ひ
と
り
に
向
き
合
い
、
つ
な
が
り

を
増
や
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま

れ
る
」
と
い
う
内
容
に
、
改
め
て

病
院
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
講
演

で
し
た
。

　
講
演
を
聴
講
さ
れ
た
方
か
ら

は
、「
現
在
、
両
親
の
介
護
を
し
て

い
る
の
で
講
演
の
内
容
が
非
常
に

参
考
に
な
っ
た
」、「
認
知
症
の
家

族
と
の
向
き
合
い
方
が
変
わ
っ
た
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

音
楽
、
マ
ジ
ッ
ク
、
も
の

音
楽
、
マ
ジ
ッ
ク
、
も
の

ま
ね
で
盛
り
上
が
っ
た
ス

ま
ね
で
盛
り
上
が
っ
た
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
午
後
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に

は
地
域
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
出
演

い
た
だ
き
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン

サ
ー
ト
や
日
本
舞
踊
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
毎
回
恒
例
の
病

院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ

る
安
来
節
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
ラ
ス
ト
に
は
、
も
の
ま
ね
で
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
出
演
さ
れ
て
い
る

か
に
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ
に
よ
る

「
長な
が
ぶ
ち渕 

剛つ
よ
しも
の
ま
ね
シ
ョ
ー
」
が

行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

「
第
「
第
1010
回
病
院
祭
を
開
催
し
ま
し
た
」

回
病
院
祭
を
開
催
し
ま
し
た
」

ステージ
イベント

基調講演基調講演
オープニングイベントオープニングイベント

石原とゆかいな仲間たち石原とゆかいな仲間たち

グリーン・リバーグリーン・リバー

マジシャン小林マジシャン小林

かにクリームコロッケかにクリームコロッケ

病院ボランティアの皆さんによる安来節ショー病院ボランティアの皆さんによる安来節ショー

日本舞踊日本舞踊

猪狩 僚さん猪狩 僚さん
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た
く
さ
ん
の
方
が
来
場
し
た

た
く
さ
ん
の
方
が
来
場
し
た

各
種
コ
ー
ナ
ー

各
種
コ
ー
ナ
ー

　
正
面
玄
関
前
で
は
、
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
Ｄデ
ィ
ー
マ
ッ
ト

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
を
紹

介
す
る
展
示
や
、
カ
フ
ェ
ひ
だ
ま
り

や
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
を
は
じ
め
市

内
事
業
者
に
よ
る
ジ
ビ
エ
料
理
や

ス
イ
ー
ツ
、
軽
食
な
ど
が
楽
し
め

る
ブ
ー
ス
の
出
店
が
あ
り
、
多
く

の
来
場
者
を
出
迎
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
館
の
外
来
待
合
室
で

は
、
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
幡
屋

地
区
振
興
会
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

う
ん
な
ん
ｔト

イ

ロ

ｏ
ｉ
ｒ
ｏ
の
活
動
を

紹
介
す
る
展
示
を
行
っ
た
ほ
か
、

市
立
病
院
の
各
科
に
よ
る
医
療
体

験
コ
ー
ナ
ー
や
医
療
技
術
職
場
の

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
な
ど
を
行

い
、
た
く
さ
ん
の
方
が
体
験
を
楽

し
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
病
院
祭
を
通
し
て
病
院

と
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の

笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

今
後
も
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

泌尿器科　医長　杉
すぎたに

谷　智
ともゆき

之
【資格】泌尿器科専門医
　島根県立中央病院で従事していました。
　泌尿器悪性腫瘍、排尿障害、結石などを中心に患者さんへ還元
できれば幸いです。
　よろしくお願いします。

展示コーナー

医療体験コーナー

健康コーナー

新任医師
紹介

幡屋地区振興会幡屋地区振興会

救急車の展示救急車の展示

病院ボランティア病院ボランティアダイバーシティうんなん toiroダイバーシティうんなん toiro

健康クイズ健康クイズ医療技術職場のバックヤードツアー（検査科・眼科・放射線科・薬剤科）医療技術職場のバックヤードツアー（検査科・眼科・放射線科・薬剤科）

腹腔鏡体験腹腔鏡体験 手のアロママッサージ手のアロママッサージドライビングシミュレータードライビングシミュレーター
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【問い合わせ先】健康推進課　℡0854-40-1045

　
幼
児
期
に
楽
し
く
た
く
さ
ん
身
体
を

動
か
す
こ
と
で
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康

づ
く
り
の
基
礎
が
培
わ
れ
ま
す
。
た
く

さ
ん
動
く
と
、
お
な
か
が
減
り
（
よ
く

食
べ
）、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
よ
く
動
く
こ
と
を
起
点
に
、

よ
り
よ
い
生
活
習
慣
リ
ズ
ム
の
形
成
が

促
さ
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
身
体
を
動
か

す
た
め
に
も
、
よ
く
眠
る
こ
と
は
と
て

も
大
切
で
す
。

　
睡
眠
に
は
、
脳
や
身
体
の
疲
労
回
復

を
促
す
作
用
が
あ
り
ま
す
。
夜
ま
と

ま
っ
た
睡
眠
を
と
る
こ
と
で
脳
と
身
体

の
疲
れ
が
取
れ
昼
間
良
く
動
け
ま
す
。

ま
た
、「
寝
る
子
は
育
つ
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
身
体
の
成
長
を
促
し
ま
す
。

眠
っ
て
い
る
間
に
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
分

泌
さ
れ
、
骨
や
筋
肉
の
発
達
を
促
し
、

免
疫
力
を
高
め
ま
す
。
他
に
も
、
昼
間

経
験
し
た
こ
と
を
眠
っ
て
い
る
間
に
脳

が
整
理
し
、
記
憶
の
定
着
を
促
す
な
ど

の
作
用
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
を
整
え
る

た
め
に
は
家
族
の
協
力
が
大
切
で
す
。

元
気
に
身
体
を

動
か
せ
る
よ
う

家
族
み
ん
な
で

早
起
き
・
早
寝

を
実
践
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
幼
児
の
体
力
・
運
動
能
力
調
査
「
わ

く
わ
く
う
ん
な
ん
ピ
ッ
ク
」
が
今
年
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
９
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
市
内
20
の
教
育
・
保
育
施
設
を

対
象
に
３
・
４
・５
歳
児
の
約
６
０
０
人

が
参
加
し
ま
す
。
９
月
９
日
に
今
年
度

第
１
回
目
の
わ
く
わ
く
う
ん
な
ん
ピ
ッ

ク
を
実
施

し
ま
し

た
。
こ
の

日
は
、
午

前
中
か
ら

気
温
が
高

く
、
暑
さ

が
厳
し
い

中
で
し
た

が
こ
ど
も

た
ち
は
汗

　生活習慣病の原因は、過食、運動不足、喫煙、過度の飲酒、
過剰なストレスなどの不適切な日常生活などにより引き起こさ
れます。生活のポイントを参考に、１つからでも取り組んでみ
ませんか。

  生活のポイント生活のポイント

❶ 生活活動に見合ったエネルギーをとりましょう。
　　腹八分目を守りましょう。
❷ 主食抜き、欠食は避けましょう。
　　�欠食は栄養素の吸収率を高め、消費エネルギーを低く
します。

❸ 甘いもの、脂質の多い食べものを控えましょう。

❹ 塩分の多いものは控えましょう。
❺ �からだをまめに動かす習慣をつけ、基礎代謝量と消費
エネルギーを増やしましょう。

❻ 禁煙しましょう。
　　アルコール類は適量内を目安にしましょう。
❼ 標準体重をめざしましょう。
　　体重測定は手軽な健康管理の方法の１つです。

 標準体重とは標準体重とは

　肥満と関連性のある病気が最も発症しにくい体重です。
　　計算式：標準体重(kg)=身長(m)2×22
　標準体重を上回り過ぎても、下回り過ぎてもよくありません。なるべく標準体重
に近づけるようにしましょう。まずは自分自身の標準体重を計算してみましょう。
市では保健師、管理栄養士による健康相談、栄養相談をしています。気になる方は
下記まで連絡してください。

を
た
く
さ
ん
か
き
な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ

い
身
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

わくわくうんなんピックの様子

こんにちは、

です。

231

保健師保健師保健師保健師

※この二 次 元コードをス マートフォン などで 読 み 取ると研 究 所 ホーム ペ ージ が
   閲 覧 できます 。

※

身 体 教 育 医 学 研 究 所うん なん ( ℡ 0 8 5 4 - 4 9 - 9 0 5 0 )
健 康 づくりに 役 立 つ 情 報 や 、 研 究 所うん なん の 活 動 を 紹 介！

こげな
こと

しとー
ます！

研究所
うんなん

わ
く
わ
く
う
ん
な
ん
ピ
ッ
ク
開
催
中
！

動
く
た
め
に
も
睡
眠
が
大
切
！

食生活を見直そう
（青年期 ・壮年期の食生活改善）

今回は
栄養士栄養士です！

My Stories
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国際交流員（CIR）スーキ・パチェコ・ジャン・ポールの異文化交流コーナー国際交流員（CIR）スーキ・パチェコ・ジャン・ポールの異文化交流コーナー

第35話「人事を尽くす」第35話「人事を尽くす」

　この間、久しぶりに母語のスペイン語で話してみまし　この間、久しぶりに母語のスペイン語で話してみまし
た。た。
　会話を始めたとたん、舌も顎も運動したように疲れて　会話を始めたとたん、舌も顎も運動したように疲れて
きました。そのときのことを振り返ると、少しむなしいきました。そのときのことを振り返ると、少しむなしい
気持ちがしています。気持ちがしています。
　僕は言語学に約15年間人事を尽くしてきました。し　僕は言語学に約15年間人事を尽くしてきました。し
かし、ベネズエラからアメリカに移住した自分は、スペかし、ベネズエラからアメリカに移住した自分は、スペ
イン語に対して表面的な言葉の理解や、口に出す際に自イン語に対して表面的な言葉の理解や、口に出す際に自
信をもたらす「文化的な知識」が欠けている気がします。信をもたらす「文化的な知識」が欠けている気がします。
その知識をいまさら学ぼうとするそばから、日本語の練その知識をいまさら学ぼうとするそばから、日本語の練
習に逃げたり、さらに追加したポルトガル語の勉強も頑習に逃げたり、さらに追加したポルトガル語の勉強も頑
張らなきゃと思ったりしてしまいます。このままではス張らなきゃと思ったりしてしまいます。このままではス
ペイン語どころか、どの言語も使いこなせる訳がないでペイン語どころか、どの言語も使いこなせる訳がないで
しょう。しょう。
　しかし、完璧でなくてもいいかもしれません。「人事　しかし、完璧でなくてもいいかもしれません。「人事
を尽くす」ことは、人生のステージごとのいろいろな状を尽くす」ことは、人生のステージごとのいろいろな状

況により変わります。今はスペイン語を話す機会がまれ況により変わります。今はスペイン語を話す機会がまれ
にしか来ないとしても、将来万が一のときに備えて話せにしか来ないとしても、将来万が一のときに備えて話せ
るように人事を尽くしていきたいと思います。るように人事を尽くしていきたいと思います。

マイ ストーリーズマイ ストーリーズ

　「地域を元気にしたい」という願いをもった多根郵便局の白
しら

築
つき

賢
けん

一
いち

局長が、地域の集いの場づくりを進めていました。おせっか
い会議で他地域の活動について学んだ、白築局長は、自分が好き
な麻雀を通じて「健康麻雀」の集いを企画しました。健康麻雀は、
頭や指を使うため認知症予防にも効果があり、ルールを分かりや
すく工夫することで、初心者でも気軽に参加できます。
　年齢や性別を問わず楽しめるこの集まりは、住民同士が久しぶ
りに再会し、新たなつながりを生む場となっています。新しい対
戦相手との会話を楽しみながら、健康的な生活に向けてみんなで
盛り上がりました。

【参加した方からの声】
「いつもは家でテレビを見てばかりだったので、今日はみんなで集まっ
て麻雀ができて楽しかった」
「いつも同じメンバーとしか麻雀をしてこなかったので、新しいメンバー
で麻雀ができたことがうれしかったです」
「おじいさんたちが子どもたちに麻雀を教えてあげられるような、多世
代が関われるような場をつくっていきたい」

　　　　　　９月28日（土）に多根交流センターでおせっかい会議からうまれた「健康麻雀
会」を開催しました。地区も年代もさまざまな地域住民の方々８人が参加し、初心者も教え
てもらいながら頭や指を使って楽しめる麻雀会になりました。

【問い合わせ先】政策推進課　℡0854-40-1011・おせっかい会議事務所　℡0854-47-7272【問い合わせ先】政策推進課　℡0854-40-1011・おせっかい会議事務所　℡0854-47-7272

頭も指も使いながら、みんなで楽しく健康麻雀

地域おせっかい会議＠多根地域おせっかい会議＠多根

毎日触れる日本語と最も流
暢な英語。子どもの頃から
使っている母語スペイン語
は家族とのビデオコールで
しか使わない現状。

健康麻雀で地域を元気に！健康麻雀で地域を元気に！～多根から始める全世代がつながる場～～多根から始める全世代がつながる場～

市内の
チャレンジを
応援して
ください!!

市内の
チャレンジを
応援して
ください!!

HH
こんにちはこんにちは

elloello  UU
うんなんうんなん

nnannnan!!

地域おせっかい会議とは
あなたの「得意」や「やりたい」を生か
して、誰かの心と身体の元気を応援でき
る場です。あなたのおせっかいも募集中
です。気軽にお問い合わせください。
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●人件費の状況（令和５年度普通会計決算）
区　分 住民基本台帳人口

（令和５年度末） 歳出額　(A) 実質収支 人件費　(B) 人件費率 (B/A)

令和５年度 34,826人 322億1,951万円 4億4,168万円 44億9,675万円 14.0％

●職員の給与の状況（令和６年度普通会計予算）

区　分 職員数
(A)

給　　　与　　　費 1人当たり
給与費(B/A)給料 職員手当 期末勤勉手当 計(B)

令和６年度 446人 18億2,782万円 3億5,715万円 7億4,476万円 29億2,973万円 657万円
（注）「職員手当」とは、扶養手当、通勤手当、時間外手当、管理職手当などの諸手当で退職手当は含みません。

●職員の平均給料月額および平均年齢� （令和６年４月１日現在） ●職員の初任給の状況� （令和６年４月１日現在）
職　種 平均給料月額 平均年齢 区　分 雲南市 国

一般行政職 342,620円 45.1歳 一般行政職
大学卒 196,200円 196,200円

高校卒 166,600円 166,600円
（注）令和６年度地方公務員給与実態調査に基づくものです。

●職員手当の状況
①期末勤勉手当� （令和６年４月１日現在）

区　分
雲南市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

 ６月期 1.225月 1.025月 1.225月 1.025月

12月期 1.225月 1.025月 1.225月 1.025月

計 2.45月 2.05月 2.45月 2.05月

職制上の段階など
による加算措置

役職加算 5～15%
特別職加算 20%

役職加算 5～15%
管理職加算 10～25%

●特別職等の報酬等の状況� （令和６年４月１日現在）
区　分 給料月額等 区　分 期末手当支給割合

給料

市　長 890,000円

期末
手当

市　長

６月期 1.7月
12月期 1.7月
 計3.4月

副市長 721,000円 副市長

教育長 639,000円 教育長

報酬

議　長 434,000円 議　長

副議長 372,000円 副議長

議　員 345,000円 議　員

●職員数の状況� (各年４月１日現在)

区　分 一般行政
部　　門

教育行政
部　　門

公営企業等
会計部門

( 市立病院除く )
合　計

令和６年度 397人 48人 33人 478人

令和５年度 390人 51人 31人 472人

増　 減 7人 ▲　3人 2人 6人
（注）１ 雲南市の条例による定員は654人です。
　　 ２ 職員数については、令和６年度地方公共団体定員管理調査に
　　　　基づく職員数です。

③扶養手当� （令和６年４月１日現在）
区　　　分 雲南市 国

配偶者 6,500円 6,500円

子 10,000円 10,000円

上記以外の扶養親族（１人につき） 6,500円 6,500円

満16歳の年度始めから満22歳の年度末
までの子に対する加算額（1人につき） 5,000円 5,000円

④住居手当� （令和６年４月１日現在）

貸家居住者 月額16,000円を超える家賃を支払っている職員に
対して28,000円を限度に支給

⑤通勤手当� （令和６年４月１日現在）

交 通 機 関
利 用 者

交通機関等を利用して通勤する職員に対して
55,000円を限度に運賃等相当額を支給

交 通 用 具
利 用 者

自動車等を利用して２km以上通勤する職員に対して、
通勤距離区分により26,500円を限度に支給

⑥地域手当� （令和６年４月１日現在）

東京都特別区20%　大阪市16%　広島市10%　東広島市3%

②退職手当� （令和６年４月１日現在）

区　分
雲南市 国

自己都合 定年 ･ 勧奨 自己都合 定年 ･ 勧奨
勤続20年 19.6695月 24.586875月 19.6695月 24.586875月

勤続25年 28.0395月 33.27075月 28.0395月 33.27075月

勤続35年 39.7575月 47.709月 39.7575月 47.709月

最高限度額 47.709月 47.709月 47.709月 47.709月

平均支給額 427万円 2,033万円
（注）　「平均支給額」は、前年度に退職した職員に支給された退職手当
　　　の１人当たりの平均額です。

この概要版は、給与・定員管理等について公開する情報の一部を抜粋したものです。
このほかの情報については、市ホームページ（https://www.city.unnan.shimane.jp）に掲載しています。

　　　【問】人事課　℡0854-40-1024

雲南市の給与・定員管理など　概要版
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　令和５年度末現在、市が25％以上出資または出
しゅつえん
捐する法人（第三セクター・財団法人・土地開発公社）

は５つあります。このうち、地方自治法第243条の３第２項の規定により市議会に報告した、土地開発
公社と市の出資割合が50％以上の第三セクターおよび財団法人について、令和５年度の経営状況をお
知らせします。併せて、市の出資割合が50％以下の第三セクターである株式会社吉田ふるさと村の概
要をお知らせします。
　市では、決算資料などに基づく、定期的な点検評価を行いながら、より一層効果的で効率的な法人運
営となるよう努めます。

第三セクターなどの業務内容と経営状況第三セクターなどの業務内容と経営状況

総 収 入 6億7,089万円　※指定管理料2億5,619万円を含む

当期純利益 103万円 利益剰余金 1億355万円 純 資 産 1億3,355万円

株式会社キラキラ雲南株式会社キラキラ雲南
設立年月日 平成６年４月１日 資本金額

（市の出資割合）
3，000万円

（80.0％）

主な業務内容

◇文化・スポーツ事業の企画運営
◇「加茂文化ホールラメール」、「木次経済文化会館
チェリヴァホール」、｢古代鉄歌謡館｣、｢三刀屋
文化体育館アスパル｣、｢加茂Ｂ＆Ｇ海洋センター
ラソンテ｣、｢加茂中央公園｣、｢大東公園｣、「大
東市民体育館」、「勤労青少年ホーム」、「加茂健
康福祉センターかもてらす」の施設管理運営
◇市立図書館運営業務
◇各種商品などの販売

雲南都市開発株式会社雲南都市開発株式会社
設立年月日 平成２年４月２日 資本金額

（市の出資割合）
1，300万円

（86.2％）

主な業務内容

◇特産品販売
◇レストラン経営
◇「おろち湯ったり館」、｢サンワーク木次｣、｢健康
の森｣、「三刀屋公園」の施設管理運営
◇雲南市中心市街地活性化業務

総 収 入 1億3,070万円　※指定管理料4,067万円を含む

当期純利益 220万円 利益剰余金 2,343万円 純 資 産 3,643万円

公益財団法人鉄の歴史村地域振興事業団公益財団法人鉄の歴史村地域振興事業団
設立年月日 昭和63年11月16日 資本金額

（市の出捐割合）
1，000万円

（60.0％）

主な業務内容
◇たたら製鉄に関する文化事業の企画運営
◇｢菅谷たたら山内や山内生活伝承館｣、｢鉄の歴史
博物館｣、「和鋼たたら体験交流施設」の施設管
理運営

総 収 入 4,081万円　※指定管理料1,659万円を含む

一般正味財産
増　 減 　 額 △10万円 一般正味財産

期 末 残 高 2,318万円 正 味 財 産
期 末 残 高 3,498万円

雲南市土地開発公社雲南市土地開発公社
設立年月日 昭和50年５月29日 資本金額

（市の出資割合）
500万円
（100.0％）

主な業務内容 ◇公共用地、公用地等の取得、管理、処分など

総 収 入 1億7,475万円

当期純利益 5,341万円 累積準備金 5億9,536万円 純 資 産 6億36万円

【問】政策推進課　℡ 0854-40-1011

株式会社吉田ふるさと村株式会社吉田ふるさと村
設立年月日 昭和60年４月１日 資本金額

（市の出資割合）
6，000万円

（25.0％）

主な業務内容

◇農林産物加工食品の製造販売
◇管工事、下水道施設工事
◇雲南市民バス｢広域路線バス｣、｢吉田地域バス（予
約型バス含む）｣ の運行管理業務
◇国民宿舎 ｢清嵐荘｣、稲わら工房の施設管理運営

※経営状況については、市からの※経営状況については、市からの
出資割合が50％以上の第三セ出資割合が50％以上の第三セ
クターと財団法人のみ掲載してクターと財団法人のみ掲載して
います。います。
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ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　（
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
）

https://w
w

w
.nenkin.go.jp/ 

n_net/

口座振替の方は、前日までに
残高を確認してください。

今月の税金
●国民健康保険料（第５期）
●後期高齢者医療保険料（第５期）

納期限は12月2日（月）です。
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そ
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他

女
性
弁
護
士
相
談

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
４-

42-

５
６
７
８

　
法
律
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
希

望
さ
れ
る
女
性
を
対
象
に
女
性
弁

護
士
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

　
希
望
す
る
方
は
相
談
日
の
前
日

ま
で
に
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】
12
月
６
日
㈮

　
13
時
30
分
か
ら
15
時
40
分
ま
で

（
４
枠
・
先
着
順
）

【
会
場
】男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

【
相
談
の
内
容
例
】

　
結
婚
、
離
婚
、
養
育
費
、
慰
謝

料
、
養
子
縁
組
、
パ
ー
ト
ナ
ー
等

か
ら
の
暴
力
、
財
産
の
相
続
、
借

金
の
返
済
、
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ

ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
で
お
悩
み

の
方
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

　
℡
０
８
５
４-

42-

３
８
３
８

（
女
性
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

「女性に対する暴力をなくす運動」を実施します（11月12日～25日）

【問い合わせ先・相談機関】
　雲南市男女共同参画センター相談専用ダイヤル　℡0854-42-3838（8:30～17:00、土・日・祝日を除く）
　島根県女性相談センター　℡0852-25-8071（8:30～17:00、祝日を除く）＊土・日曜日は電話相談のみ
　出雲児童相談所　℡0853-21-8789（8:30～17:00、土・日・祝日を除く）	
　警察の相談窓口（島根県警察相談センター）＃９１１０（24時間対応）

　暴力は、性別や間柄を問わず決して許されるものではありませんが、中でも女性に対する暴力（配
偶者等からの暴力、性犯罪、ストーカー、売買春、人身取引、セクシャル・ハラスメントなど）は、
女性の人権を著しく侵害するものであり、決して許されない行為です。

　女性に対する暴力根絶のシンボルであるパープルリボンにちなんで、紫色のイルミネーションライトを
使って「パープルリボン」と「ＳＴＯＰ　ＤＶ」の文字を表示し、女性に対するあらゆる暴力の根絶を広
く呼び掛けるとともに「ひとりで悩まず、まずは相談してください」というメッセージを発信します。

【日時】11月12日～25日　17:00～20:00　　【実施施設】雲南市役所

　DVやデートDVは親密な間柄で行われるため、周囲から気付かれにくいものです。また、あなたが
「ちょっと我慢すれば」と思っていることも暴力かもしれません。不安に思っていること、心配している
こと、迷っていることを話せる場所があります。ひとりで抱え込まず、まずは話してみませんか。

◆「権力」と「支配」
DV・デートDVともに、本来は対等なはずの
パートナー間で、一方だけが「権力」を持ち、
暴力による「支配」を行う行為です。

◆DV（ドメスティック・バイオレンス）
一般的には夫婦や内縁関係など親密な関係の間
で起こる暴力のことです。子どもの目の前で
配偶者を殴ったり怒鳴りつけたりする「面前
DV」は児童虐待に当たり、子どもの心身の発
達に深刻な悪影響を及ぼします。

◆デートDV
高校生や大学生を含む若者など交際中のカップ
ルの間で起こる暴力のことです。

身体的な暴力
殴る・蹴る・つねる・髪を引っ張る・
刃物などで脅す・物を投げ付ける　な
ど

精神的な暴力

大声で怒鳴る・バカにする・無視をす
る・行動を監視、制限する・交友関係
を制限する・メールなどをチェックす
る　など

経済的な暴力

生活費を渡さない・借りたお金を返さ
ない・デート費用を全く払わない・貯
金を勝手に使う・外で働かせない・仕
事を辞めさせる　など

性的な暴力 無理やり性的行為をする・避妊に協力
しない　など

パープル・ライトアップを実施します

DV・デートDVとは

ひとりで悩まず、相談してください

暴力にはさまざまな種類があります
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子
育
て
・
保
健
・
福
祉

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

　
12
月
２
日
㈪
か
ら
令
和
７
年
１

月
10
日
㈮
ま
で

　
申
し
込
み
方
法
や
対
象
要
件
な

ど
、
詳
し
く
は
市
報
12
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。

〇ま
る
ま
る〇
カ
フ
ェ
～
お
や
こ
の

た
め
の
お
は
な
し
会
～

長
寿
障
が
い
福
祉
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
４
２

　
雲
南
圏
域
障
が
い
者
総
合
支
援

協
議
会
雲
南
市
地
域
部
会
児
童

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
育
て
て

い
る
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
気

軽
に
参
加
で
き
る
相
談
会
「
○ま

る
ま
る○

カ
フ
ェ
～
お
や
こ
の
た
め
の
お
は

な
し
会
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
将
来
・
生
活
・
子

育
て
・
教
育
・
健
康
・
心
配
事
な

ど
に
つ
い
て
お
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
（
※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
）。

【
日
時
】

　
11
月
13
日
㈬
12
時
か
ら
15
時
ま

で【
会
場
】
雲
南
市
役
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

雲
南
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
８
５
４-

47-

７
１
０
１

子
育
て・保
健・福
祉

子
育
て・保
健・福
祉

令
和
７
年
度
　
保
育
所
・ 

認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園 

入
所
申
し
込
み

こ
ど
も
政
策
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
４
４

　
令
和
７
年
度
保
育
所
・
認
定
こ

ど
も
園
・
幼
稚
園
の
入
所
申
し
込

み
の
受
付
期
間
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
受
付
期
間
】

　
12
月
２
日
㈪
か
ら
12
月
19
日
㈭

ま
で

　
申
し
込
み
方
法
や
対
象
要
件
な

ど
、
詳
し
く
は
市
報
12
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
各
施
設
の

様
子
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
入
会
申
し
込
み
　

こ
ど
も
政
策
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
４
４

　
令
和
７
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
入
会
申
し
込
み
の
受
付
期
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
受
付
期
間
】

農
作
物
鳥
獣
被
害
防
止 

　
　
　 

対
策
事
業
補
助
金

林
業
振
興
課

℡
０
８
５
４-
40-

１
０
５
６

　
農
作
物
を
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥

獣
に
よ
る
被
害
か
ら
守
る
た
め

の
、
防
護
柵
等
の
購
入
・
設
置
に

対
し
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　
市
内
で
農
作
物
の
栽
培
・
収
穫

を
行
う
方

【
補
助
対
象
物
】

　
今
年
度
購
入
予
定
の
電
気
牧
柵

（
電
柵
）・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
・

ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
・
ト
タ
ン
・

防
鳥
ネ
ッ
ト
・
シ
カ
ネ
ッ
ト

【
補
助
率
な
ど
】

・
資
材
購
入
費
の
３
分
の
１
以
内

・
事
業
費
２
万
円
未
満
は
対
象
外

【
事
業
費
上
限
額
】

・
個
人
　
　
　
　
　
　
　
10
万
円

・
共
同
３
戸
以
上
・
法
人
40
万
円

・
ク
マ
対
策
用
の
電
柵
　
50
万
円

【
そ
の
他
】

・ 

既
設
防
護
柵
の
更
新
も
対
象
と

な
り
ま
す
。
詳
細
は
林
業
振
興

課
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・ 

今
年
度
内
に
事
業
を
実
施
さ
れ

る
も
の
に
限
り
ま
す
。

・ 

下
記
提
出
書
類
は
購
入
前
に
提

出
く
だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】

　
申
請
書
・
計
画
図
・
見
積
書

【
申
請
期
限
】

　
令
和
７
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

職
場
に
お
け
る 

化
学
物
質
規
制
の
見
直
し

商
工
振
興
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
国
内
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
化

学
物
質
の
中
に
は
、
危
険
性
や
有

害
性
を
持
つ
物
質
が
多
く
あ
る
た

め
労
働
者
が
安
全
に
働
け
る
よ
う

に
化
学
物
質
規
制
が
あ
り
ま
す
。

　
労
働
安
全
衛
生
法
関
係
法
令
の

改
正
に
よ
り
、
４
月
か
ら
職
場
で

の
化
学
物
質
規
制
が
大
き
く
見
直

さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
労
働

安
全
衛
生
総
合
研
究
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈労働安全衛生総合研究所
ホームページ〉

健康推進課　℡0854－40－1045

毎月１９日は食育の日
災害にそなえよう

いつ起こるかも知れない
災害を意識し、非常時の
ための食料品を備蓄して
おきましょう。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

事
業
者
の
た
め
の
化
学
物
質
管
理

無
料
相
談
窓
口

　
℡
０
５
０-

５
５
７
７-

４
８
６
２

募
　集

募
　集

市
営
・
県
営
住
宅
の 

　
　
　
　
　 

入
居
者
募
集

建
築
住
宅
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

◆
市
営
住
宅
な
ど

【
募
集
期
間
】

　
11
月
５
日
㈫
か
ら
11
月
12
日
㈫

17
時
締
め
切
り

【
募
集
団
地
】

　
11
月
１
日
㈮
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

【
決
定
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆�

県
営
住
宅
、
公
社
定
住
促
進

賃
貸
住
宅

　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

８
時
30
分
か
ら
18
時
ま
で

　
　
　（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
℡
０
８
５
４-

47- 

７
１
５
１

〈市ホームページ〉
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【問】こども家庭支援課（雲南市こども家庭センター）　℡ 0854-40-1067・出雲児童相談所　℡ 0853-21-0007
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育
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　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

【
参
加
者
募
集
】 

　
い
ず
も
・
う
ん
な
ん 

　
　 

メ
タ
＆
リ
ア
ル
婚
活

う
ん
な
ん
暮
ら
し
推
進
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
１
４

　
仮
想
空
間
「
メ
タ
バ
ー
ス
」
を

活
用
し
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
７
日
㈯
14
時
か
ら

18
時
ま
で

【
対
象
】
20
代
か
ら
30
代
の
独
身

男
女
で
以
下
の
要
件
の
ど
ち
ら
か

を
満
た
す
方

・ 

出
雲
市
、
雲
南
市
に
在
住
、
在

勤
し
て
い
る
方

・ 

出
雲
市
、
雲
南
市
に
関
心
の
あ

る
方
（
全
国
か
ら
参
加
で
き
ま

す
）

【
募
集
人
数
】
男
女
各
10
人
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
参
加
費
】
千
円

【
応
募
締
切
日
】
11
月
21
日
㈭

【
内
容
】全
員
と
会
話
、自
己
Ｐ
Ｒ
、

カ
ッ
プ
ル
発
表
、
記
念
撮
影

【
事
前
セ
ミ
ナ
ー
】

　
11
月
28
日
㈭
20
時
か
ら
１
時
間

【
カ
ッ
プ
ル
成
立
者
の
み
実
施
】

ア
バ
タ
ー
デ
ー
ト
：
12
月
14
日
㈯

リ
ア
ル
デ
ー
ト
（
希
望
者
の
み
） 

　
　
　
　
　
　
　
：
12
月
21
日
㈯

　
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
10
日
㈰
11
時
か
ら

16
時
ま
で

【
場
所
】木
次
経
済
文
化
会
館
チ
ェ

リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル

【
内
容
】

◆
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

・ 

三
刀
屋
高
校
ダ
ン
ス
部
に
よ
る

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

・ 

お
笑
い
芸
人
ゴ
ル
ゴ
松ま

つ

本も
と

さ
ん

に
よ
る
「
命
の
授
業
」

・ 

し
ま
ね
の
介
護
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
編
」
上
映

・ 

介
護
ク
ロ
ス
ト
ー
ク（
ゲ
ス
ト
：

ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん
）

◆
会
場
イ
ベ
ン
ト

・ 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
展
示

・ 
軽
食
や
お
菓
子
な
ど
の
販
売

・ 
介
護
体
験
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・ 

介
護
、
福
祉
団
体
に
よ
る
出
展

◆
そ
の
他

・ 

ご
縁
フ
ェ
ア
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
会
場
内
に
設
置
し
た
「
ご
縁
」

ポ
イ
ン
ト
で
ス
タ
ン
プ
を
す
べ
て

集
め
る
と
、
景
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
す
。

【
入
場
料
】
無
料

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

　
℡
０
８
５
２-

22-

５
７
１
８

　
申
し
込
み

方
法
な
ど
の

詳
細
は
、
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

し
ま
ね
の
介
護
・ 

　
　
　
　
　
ご
縁
フ
ェ
ア

長
寿
障
が
い
福
祉
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
４
２

　
島
根
県
で
は
、
介
護
の
魅
力
発

信
を
目
的
と
し
た
「
し
ま
ね
の
介

護
・
ご
縁
フ
ェ
ア
」
を
雲
南
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
福
祉
に
関
わ
る
団
体
に
よ
る
展

示
や
福
祉
用
具
体
験
、
そ
の
他
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

す
。
楽
し
く
学
び
、
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
雲
南
市
で
開
催

さ
れ
る
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

〈イベントホームページ〉
社会教育課　℡0854-40-1073

月17日（日）11
facebook、LINEアカウントで配信中！
家族で取り組める活動を市公式の

うんなん家庭の日
毎月第３日曜日は

〈市ホームページ〉

【問】長寿障がい福祉課　℡ 0854-40-1042

はじめての手話体験教室
　気軽に手話を体験してみませんか。手話に興味がある方、聴覚障がいに対する理解を深めたい方、
一緒に学びましょう。

【日　時】12月６日㈮14時から16時30分まで
【場　所】下熊谷交流センター
【内　容】「聞こえないってどういうこと？手話で話そう!!」
【対　象】雲南圏域に在住・在勤の方（おおむね高校生以上）
【参加料】無料（※事前申し込みが必要です）
【問い合わせ・申込先】
　（社福）雲南広域福祉会　地域活動支援センターパレット
　℡ 0854－45－0020／ FAX0854－45－2895

手話教室の様子
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そ
の
他

・
対
流
型
ス
ト
ー
ブ
　
　
１
台

・
避
難
所
ボ
ー
ド
　
　
　
１
組

　
今
後
、
地
域
で
の
防
災
訓
練
や

災
害
時
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

◆
吉
田
地
区
振
興
協
議
会

　
中
型
動
力
除
雪
機
１
台
を
整
備

し
ま
し
た
。

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を

対
象
と
し
た
除
雪
支
援
活
動
に
取

り
組
ま
れ
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

　一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
で

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な
ど
が
運
営
す
る

施
設
や
設
備
の
整
備
に
対
し
て
助
成

を
行
う
も
の
で
す
。

そ
の
他

そ
の
他

令
和
６
年
度 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

大
東
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

℡
０
８
５
４-

43-

８
１
６
０

吉
田
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
サ
ポ
ー
ト
課

℡
０
８
５
４-

74-

０
２
１
１

　
宝
く
じ
の
助
成
金
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
）
を
活
用
し
て
設

備
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

◆
阿
用
地
区
防
災
委
員
会

・
モ
バ
イ
ル
ソ
ー
ラ
ー
　
１
台

・
発
電
機
　
　
　
　
　
　
１
台

・
シ
ュ
ラ
フ
　
　
　
　
　
５
個

・
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
20
個
１
セ
ッ
ト

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
　
　
４
個

・
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
　
　
16
個

・
レ
ス
キ
ュ
ー
キ
ッ
ト
　
１
式

・
ス
タ
ン
ド
ラ
イ
ト
　
　
２
台

・
ジ
ャ
バ
ラ
ベ
ッ
ド
11
セ
ッ
ト

・
コ
ー
ド
リ
ー
ル
　
　
　
２
台

・
多
目
的
ル
ー
ム
　
　
　
５
式

・
防
災
品
収
納
物
置
　
　
１
式

雲南市消費生活センター　℡０８５４－４０－１１２３ 　　０８５４－４０－１０３９相談・問い合わせ・出前講座依頼先

くらしの消費生活窓口
〈二次元コード〉遠隔操作アプリを悪用して借金させる副業や投資の勧誘に注意！

内容（事例）
　バイトを探しており、「スマートフォンからスタンプを送信するだけで日給５万円」と記載のあるサイ
トから利用登録した。後日、担当者から電話があり「予想収益100万円の副業のサポートプラン」を勧め
られた。“先行投資”と言われ、貸金業者３社から30万円ずつ借金する方法を提示された。遠隔操作アプ
リをインストールさせられ、私のスマートフォンの画面が共有された状態となり、インターネット上で各
社に借金を申し込んだ。家族に反対されたため、借金の申し込みを撤回したい。（当事者：学生）

・�遠隔操作アプリとは、自分のスマートフォンやパソコンに遠隔地の第三者が接続して、両者が画面を共
有しながら遠隔操作を行うアプリのことです。パソコンメーカーや通信事業者がユーザサポートを行う
場面などで利用されます。
・�副業や投資の勧誘では、支払いのために借金させられる場合があり、最近では、遠隔操作アプリを悪用
して借金させるケースがめだっています。
・�事業者は、遠隔操作アプリを悪用し、消費者のスマートフォンの画面を見ながら、お金の借り方につい
て細かく指示を出します。事業者から「説明のために必要」などと遠隔操作アプリをインストールする
ように指示されても、安易にインストールするのは避けましょう。
・�簡単に稼げるようなうまい話はありません。「簡単に稼げる」、「もうかる」ことを強調する広告をうの
みにしたり、借金してまで契約したりしないようにしましょう。
◯�困ったときは、すぐに雲南市消費生活センターなど（消費者ホットラインは局番なしの１８８）に相談
してください。

ひとことアドバイス

雲南市消費生活センター　℡０８５４－４０－１１２３ 　　０８５４－４０－１０３９相談・問い合わせ・出前講座依頼先

くらしの消費生活窓口

雲南市消費生活センター　℡０８５４－４０－１１２３ 　　０８５４－４０－１０３９相談・問い合わせ・出前講座依頼先

くらしの消費生活窓口
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そ
の
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図 書 館 だ よ り
市立図書室の利用案内市立図書室の利用案内

市立図書館の利用案内市立図書館の利用案内
木次図書館　℡0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 11月の休館日11月の休館日    毎週月曜日、3日(日・祝)、振替休館：5日(火)、23日(土・祝)、図書整理日：30日(土)
 イベント案イベント案内内      ☆よみかたりのじかん　9日(土) 10:30～11:00 

☆人形劇団つくし座の人形劇をたのしもう！ 
　　　　　　　　　　（ゲスト：人形劇団つくし座） 
　17日(日) 10:30～11:30（※要申し込み）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　������������������　　　　　　　
大東図書館　℡0854-43-6131　開館時間：10:00～18:00
 11月の休館日月の休館日    毎週金曜日、3日(日・祝)、4日(月・振)、23日(土・祝)、図書整理日:30日(土)
 イベント案イベント案内内      ☆第２回ゲームでたんか　10日(日) 10:30～11:30（※要申し込み） 

☆こぐまちゃんくらぶ（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児とその家族) 
　18日(月) 10:30～ (30分程度）（※要申し込み)

＊毎週月曜日午前中（10:00～12:00）は「いいよのじかん」です。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館　℡0854-49-8739　開館時間：10:00～18:00
 11月の休館日11月の休館日      毎週木曜日、3日(日・祝)、4日(月・振)、23日(土・祝)、図書整理日:30日(土)
 イベント案イベント案内内       ☆司書体験講座　24日(日) 10:30～11:30（※要申し込み) 

　子ども向けの、図書館の仕事を体験するイベントです。

▼井
い

筒
づつ

清
せい

次
じ

 編
へん

著
ちょ

「桜
さくら
の日

にほんしねんぴょう
本史年表」▼井

いの

上
うえ

荒
あれ

野
の

「猛
もうじゅう
獣ども」▼小

お

野
の

寺
でら

史
ふみ

宜
のり

「モノ」▼千
ち

早
はや

 茜
あかね

「雷
かみなり
と走

はし
る」▼大

おお

沢
さわ

在
あり

昌
まさ

「感
かんしょう
傷の街

まち
角
かど
」▼下

しも

村
むら

敦
あつ

史
し

「全
ぜん
員
いん
犯
はん
人
にん
、だけど被

ひ
害
がい
者
しゃ
、しかも探

たん
偵
てい
」▼薬

やく

丸
まる

 岳
がく

「籠
かご
の中

なか
のふたり」▼畠

はたけ

中
なか

 恵
めぐみ

「しゃばけ㉓」▼河
かわ

崎
さき

秋
あき

子
こ

「銀
ぎん
色
いろ
のステイヤー」▼柴

しば

田
た

哲
てつ

孝
たか

「暗
あん
殺
さつ
」▼寺

てら

地
ち

はるな「いつか月
つき
夜
よ
」▼角

かく

田
た

光
みつ

代
よ

「あなたを待
ま
ついくつもの部

へ
屋
や
」▼名

な

取
とり

佐
さ

和
わ

子
こ

「銀
ぎん
河
が
の図

と
書
しょ
室
しつ
」▼真

ま

梨
り

幸
ゆき

子
こ

「教
きょ
祖
うそ
の作
つく
りかた」▼小

こ

池
いけ

水
みず

音
ね

「あ
のころの僕

ぼく
は」▼坂

さか

崎
さき

かおる「海
かい
岸
がん
通
どお
り」▼乃

の

南
なみ

アサ「マザー」▼大
おおもりきょうだい

森兄弟「めでたし、めでたし」▼柊
ひいらぎ

 サナ
カ「人

じん
生
せい
写
しゃ
真
しん
館
かん
の奇

き
跡
せき
」▼高

たか

森
もり

美
み

由
ゆ

紀
き

「ちゃっけがいる移
い
動
どう
図
と
書
しょ
館
かん
」▼ソン ウォンピョン「T

チ ュ ー ブ
UBE」▼村

むら

井
い

理
り

子
こ

「ある翻
ほん
訳
やく
家
か
の取

と
り憑

つ
かれた日

にちじょう
常」▼池

いけ

上
がみ

 彰
あきら

「▼池
いけ
上
がみ
	彰
あきら
の未

み
来
らい
予
よ
測
そく
A
ア フ タ ー
fter2040」▼諸

もろ

富
とみ

祥
よし

彦
ひこ

「プロのカウ
ンセラーのこころの声

こえ
を聞

き
く技
ぎじ
術
ゅつ
聞
き
いてもらう技

ぎじ
術
ゅつ
」▼坂

ばん

東
どう

眞
ま

理
り

子
こ

「人
ひと
は本
ほん
に育
そだ
てられる」▼一

いちじょうしんや

条真也「年
ねんちょうしゃ
長者

の作
さ
法
ほう
」▼平

ひら

野
の

紗
さ

季
き

子
こ

「ショートケーキは背
せ
中
なか
から」▼Ｊ

ジェーエーぜんのうこうほうぶ

Ａ全農広報部 監
かんしゅう

修「Ｊ
ジェーエーぜんのうこうほうぶ
Ａ全農広報部さんと考

かんが
えた毎

まい

日
にち
おいしい野

や
菜
さい
の作
つく
りおき」▼あこ「これを食

た
べれば勝

かっ
手
て
にキレイになる」▼井

い

沢
ざわ

元
もと

彦
ひこ

「真
しん
・日

に
本
ほん
の歴
れき
史
し
」▼奥

おく

山
やま

真
まさ

司
し

 監
かんしゅう

修「新
しん
地
ち
政
せい
学
がく
」▼澤

さわ

井
い

修
しゅ

司
うじ

「あるある！田
いな か
舎相

そう
続
ぞく
」▼五

い が ら し

十嵐 大
だい

「『コーダ』のぼくが見
み
る世

せ
界
かい
」▼美

み

濃
の

羽
わ

まゆみ「みんなで着
き
たい、手

て
づくり服

ふく
」▼ジョシュア・ハマー「ハヤブサを盗

ぬす
んだ男

おとこ
」▼『墨

すみ

』編
へんしゅうぶ

集部 編
へん

「書
しょ
道
どう
の疑

ぎ
問
もん
100」▼石

いし

井
い

光
こう

太
た

「ルポスマホ育
いく
児
じ
が子

こ
どもを壊

こわ
す」

新着の本（抄） 市内図書館どこでも借りることができます。貸し出し中の場合は予約(取り寄せ含む)ができ
ます。各館へ問い合わせください。本の検索には、右記二次元コードの市立図書館ホームペー
ジ《蔵書検索》を利用してください。

三刀屋図書室（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：��毎週月曜日（４日を除く）�

５日㈫、６日㈬、26日㈫

吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：8:30～17:00
　休 館 日：毎週土・日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：8:30～17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

市立図書館
ホームページ

市立図書館
Facebook

令和３年災害の復旧状況令和３年災害の復旧状況令和３年災害の復旧状況令和３年災害の復旧状況
（令和６年９月末時点の状況）

　令和３年７月豪雨災害の工事発注もようやく終わりを迎え、現時点で全体の約
60％の復旧工事が完了しました。引き続き、市内建設業各社のご協力をいただき
ながら、令和７年度末までの全復旧事業完了をめざして取り組みます。市民の皆さ
んのご理解をお願いします。

　近年の局地的な豪雨により、未復旧箇所の被害が増大するなど、被災箇所の状況変化が
ありましたら、下記までご連絡ください。

 連絡先 　雲南市建設部　災害復興チーム（上記の災害を管轄する部署です）
　　　　雲南市木次町里方521-1　℡ 0854-40-1062
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発 注 箇 所　72／72ヵ所
令和５年度で全箇所完成しました
完 了 率　100％

林地崩壊防止事業
（住居裏山の崩壊を復旧します）

発 注 箇 所　530／539ヵ所
うち完成箇所　274ヵ所
完 了 率　51％

農地・農業用施設災害復旧事業
（農地・水路・農道・溜池・頭首工の災害を復旧します）

発 注 箇 所　９／９路線
うち完成箇所　８路線
完 了 率　89％

林道施設災害復旧事業
（林道の災害を復旧します）

発 注 箇 所　280／280ヵ所
うち完成箇所　225ヵ所
完 了 率　80％

公共土木施設災害復旧事業
（市道や市河川の災害を復旧します）

吉田町地内
完成箇所

木次町地内
完成箇所

吉田町地内
完成箇所

掛合町地内
完成箇所
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市報うんなんに対するご意見、ご感想をお寄せください。

人　口･･ 34,568人（－23人）

世帯数･･ 13,580世帯（＋6世帯）
令和６年10月１日現在（先月比）

女　性･･ 17,835人（－7人）

男　性･･ 16,733人（－16人）

I N F O R M A T I O N

この印刷物は環境に
配慮し、大豆油にか
わり米ぬか油を使用
したライスインキで
印刷しています。

◀

　松笠ご縁の館市　
松笠ご縁の館開館10周年＆市制20周年記念

 と　き  11月４日（月・振）10:00～15:00

 ところ  松笠交流センター

 内　容  ステージイベント
　　　　11:00～　音楽健康講座
　　　　12:15～　書道パフォーマンス
　　　　13:45～　松笠歌舞伎2024
　　　　　　　　　 ～合併20周年＆開館10周年公演～

会場内では松笠そばをはじめとした食べ物の販売、フ
リーマーケット、ワークショップ、龍頭が滝まつりフォ
トコンテスト作品展示などを行います。

 【問】松笠交流センター　℡0854-62-0411

　第２回 雲南市歴史文化講座　
　
令和３年４月、雲南加茂スマートインターチェンジ建設
工事中に「宇

う

治
じん

西
ざい

Ⅲ遺跡」が発見されました。遺跡は、
古墳時代後期の横穴墓であり、土器や人骨、大刀が出土
しました。中でも注目されるのが、銀線による文様で装
飾された「銀

ぎん

象
ぞう

嵌
がん

大
た

刀
ち

」です。今回の講座では、宇治西
Ⅲ遺跡と、出土した装飾付大刀の意義について、ご講演
いただきます。

 と　き  11月10日（日）14:00～16:00
 ところ  加茂交流センター

 参加費  無料（参加申し込み不要です）

 演題・講師 
①「宇治西Ⅲ遺跡について」
　　高

たかはし

橋 誠
せい

二
じ

さん（広島市市民局文化スポーツ部

 文化振興課文化財担当 主事（学芸員））

②「装飾付大刀からみた古代出雲
 ―宇治西Ⅲ遺跡出土の象嵌装大刀を中心に―」
　　吉

よしまつ

松 優
ゆう

希
き

さん（島根県古代文化センター主任研究員）

 【問】文化財課　℡0854-40-1075

雲南市市制施行20周年記念・
鉄の歴史博物館40周年記念

　企画展示「糸車のかたち」　
　
雲南市域の糸車を集めた企画展示「糸車のかたち」を開
催します。市内の糸車や綿繰り機のほか、市外の糸車の
パネル展示を行います。また、職員が栽培した和

わ

木
も

綿
めん

の
栽培記録も展示します。11月９日（土）には、職員によ
る展示解説と糸紡ぎ体験を実施予定です。

 と　き  11月１日（金）～12月28日（土）
　　　　9:00～17:00（入館受け付け：16:00まで）

※休館日は毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）です。

 ところ  鉄の歴史博物館

 入館料  一般520円、小・中学生260円

 【問】鉄の歴史博物館　℡0854-74-0043

　第18回 雲南市民歳末余芸大会　
 と　き  12月１日（日）13:00開演（12:00開場）

 ところ  三刀屋文化体育館アスパル

 入場料  前売1,000円、当日1,200円　※中学生以下無料

　　　【問】雲南市民歳末余芸大会実行委員会事務局
 （雲南市社会福祉協議会内）℡0854-45-9888

うんなんヒューマンライツフェスタ2024
 と　き  12月１日（日）10:00～12:00

 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール

 参加料  無料（※託児あり・要申し込み）

 内　容 
【オープニング】

　三刀屋高等学校ダンス部
　三刀屋高等学校JRC部、人権作文朗読
【人権研修会】

　P
ペ ペ
aix2による人権ふれあいトーク＆コンサート

 【問】人権センター　℡0854-42-1767


